
－80－ 

  
 

宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

 
 

 

― 

歌
妓
の
歌
唱
を
中
心
と
し
て 

― 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

王 
 

 

兆 

鵬 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

池
田 

智
幸 

訳 

  

 

【
凡 

例
】 

一
、
本
稿
は
王
兆
鵬
論
文
「
宋
詞
的
口
頭
伝
播
方
式
初
探
―
以
歌
妓
唱
詞
為
中
心
」
（
『
文
学
遺
産
』
二
〇
〇
四
年
・
第
六
期
所
収
）

を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。 

一
、
引
用
し
た
文
・
詩
詞
に
は
原
則
的
に
「 

」
を
付
け
、
（ 

）
の
中
に
書
き
下
し
を
併
記
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
原
文
で

は
二
字
下
げ
を
施
し
た
上
で
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
資
料
を
引
用
し
て
い
る
所
が
二
箇
所
あ
る
が
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

現
代
語
訳
を
併
記
す
る
こ
と
と
し
た
。 

一
、
（
１
）
・
（
２
）
…
…
は
著
者
に
よ
る
注
番
号
で
あ
る
。 
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宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

一
、
《 

》
の
中
の
記
述
は
著
者
の
自
注
で
あ
る
。
な
お
、
訳
者
の
補
注
に
つ
い
て
は
〔 

〕
を
用
い
て
区
別
し
て
い
る
。 

一
、
原
文
で
引
用
す
る
資
料
及
び
原
注
の
記
載
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
書
名
及
び
文
字
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
い
く
つ
か

あ
っ
た
。
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
訳
者
が
著
者
に
問
い
合
わ
せ
た
後
に
了
解
を
得
て
改
め
て
い
る
。 

   

宋
詞
の
伝
播
の
方
法
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
類
型
が
あ
る
。
口
頭
に
よ
る
伝
唱
と
書
面
に
よ
る
伝
播
と
で
あ
る
。
本
論
文
で

は
主
と
し
て
歌
妓
が
歌
唱
し
た
場
合
を
中
心
と
し
、
宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
の
方
法
と
そ
の
宋
詞
の
発
展
へ
の
影
響
に
つ
い
て
検

討
す
る
。 

  

一 

歌
唱
の
主
体 

― 

宋
代
歌
妓
の
職
業
化
と
専
業
化 

  

宋
代
で
は
す
で
に
歌
唱
を
〞
職
業
″
あ
る
い
は
〞
専
業
″
と
す
る
人
た
ち
が
あ
り
、
宋
詞
を
歌
い
、
広
め
た
。
ま
た
ア
マ
チ
ュ
ア

が
機
会
に
応
じ
て
み
ず
か
ら
歌
い
広
め
る
場
合
も
あ
っ
た
。
職
業
あ
る
い
は
専
業
の
歌
唱
者
は
、
お
も
に
女
性
だ
っ
た
。 

 

宋
代
以
前
で
は
、
本
来
歌
を
唱
う
の
は
男
女
を
問
わ
な
か
っ
た
。
唐
代
に
は
た
と
え
ば
李
亀
年
・
米
嘉
栄
の
よ
う
な
著
名
な
男
性

歌
手
が
い
れ
ば
、
名
を
一
時
に
と
ど
ろ
か
せ
た
念
奴
・
張
好
好
・
盛
小
叢
な
ど
の
女
性
歌
手
も
い
て
、
そ
の
人
材
は
少
な
く
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
宋
人
は
特
に
女
性
の
歌
唱
を
重
視
し
、
例
え
ば
南
宋
の
王
灼
は
「
古
人
善
歌
得
名
、
不
択
男
女
（
古
人
歌
を
善
く
し
名

を
得
る
は
、
男
女
を
択
ば
ず
）
」
「
今
人
独
重
女
音
、
不
復
問
能
否
（
今
人
独
り
女
音
の
み
重
ん
じ
、
復
た
能
否
を
問
わ
ず
）
」
と
明
言
し
て
い
る

（
１
）

。

宋
詞
に
お
い
て
詞
を
歌
唱
す
る
場
面
は
、
基
本
的
に
は
す
べ
て
女
性
が
描
写
さ
れ
、
例
え
ば
「
玉
人
低
唱
管
弦
催

（
２
）

（
玉
人
低
く
唱
い
管
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弦
催
さ
る
）
」
、
「
多
謝
秦
娥
絶
唱 

声
声
為
・
飄
入
雲
中

（
３
）

（
多
謝
す
秦
娥
の
絶
唱 

声
声
為
に 

雲
中
に
飄
入
す
）
」
、
「
翠
眉
重
為
唱 

渭

城
朝
雨

（
４
）

（
翠
眉
重
ね
て
為
に
唱
う 

渭
城
の
朝
雨
）
」
と
い
っ
た
句
が
あ
る
が
、
玉
人
・
秦
娥
・
翠
眉
は
す
べ
て
女
性
で
あ
る
。 

 

宋
人
が
女
性
の
声
ば
か
り
を
重
視
し
た
の
は
、
ま
ず
詞
を
歌
う
環
境
に
関
係
が
あ
る
。
男
性
が
活
動
の
中
心
と
な
る
酒
楼
妓
館
や

公
私
の
宴
会
で
詞
が
歌
わ
れ
た
場
合
、
当
然
な
が
ら
聴
衆
の
大
多
数
は
男
性
で
あ
る
。
そ
し
て
、
女
性
歌
手
は
優
美
な
歌
声
以
外
に

も
美
し
い
器
量
が
あ
っ
て
、
男
性
の
聴
衆
の
機
嫌
を
と
り
、
そ
の
耳
目
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
従
っ
て
宋
代
の
男
性
は
女
性

に
よ
る
歌
唱
ば
か
り
を
重
ん
じ
、
男
性
に
よ
る
歌
唱
を
軽
ん
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
つ
い
で
、
女
性
の
の
ど
が
詞
の
特
殊

な
味
わ
い
を
伝
え
る
の
に
最
も
適
し
て
お
り
、
女
性
が
詞
を
唱
う
方
が
男
性
よ
り
も
更
に
人
を
ひ
き
つ
け
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

南
宋
・
王
炎
の
『
双
渓
詩
余
自
序
』
で
は
、
「
長
短
句
宜
歌
不
宜
誦
、
非
朱
唇
皓
歯
、
無
以
発
其
要
妙
之
声
（
長
短
句
は
宜
し
く
歌
う
べ

き
も
宜
し
く
誦
す
べ
か
ら
ず
、
朱
唇
皓
歯
に
非
ざ
れ
ば
、
以
て
其
の
要
妙
の
声
を
発
す
る
無
し
）

」
、
つ
ま
り
、
た
だ
女
性
だ
け
が
詞
特
有
の
、
低

回
し
て
魅
惑
的
な
あ
じ
わ
い
を
持
つ
調
べ
を
伝
え
ら
れ
る
、
と
述
べ
る

（
５
）

。
南
宋
後
期
の
楊
沢
民
「
選
官
子
」
詞
に
は
、
「
風
埃
世
路 

冷
暖
人
情 

一
瞬
幾
分
更
変 

唯
有
芳
姿
為
人 
歌
意
尤
深 

笑
容
偏
倩
（
風
埃
世
路 

冷
暖
人
情 

一
瞬
幾
分
更
に
変
ず 

唯
だ
有
り
芳
姿

の
人
と
為
り 

歌
意
尤
も
深
く 

笑
容
偏
に
倩
な
る
）
」
と
あ
り
（
『
全
宋
詞
』
第
三
〇
〇
六
頁
）
、
男
性
の
「
女
音
を
重
ん
ず
」
る
心
理
状
態

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
男
は
官
界
に
吹
き
付
け
る
風
雨
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
経
験
し
、
こ
の
世
の
移
り
変
わ
り
を
見
て
き
た
。
彼
ら

は
、
盃
の
そ
ば
で
風
情
に
満
ち
た
歌
妓
の
歌
唱
を
見
聞
き
す
る
こ
と
で
、
安
ら
ぎ
と
慰
め
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
管
鑑
「
桃

源
憶
故
人
」
詞
に
、
「
垂
鬟
小
舞
么
歌
趁 

鶯
語
緑
楊
嬌
困 

多
少
旧
愁
新
恨 

一
酔
渾
消
尽
（
垂
鬟
小
舞
し
歌
い
趁
い 

鶯
語
す
れ
ば
緑

楊
の
ご
と
嬌
困
た
り 

多
少
の
旧
愁
新
恨 

一
酔
す
れ
ば
渾
べ
て
消
尽
す
）

」
（
『
全
宋
詞
』
第
一
五
七
〇
頁
）

と
あ
る
が
、
こ
れ
も
詞
の
歌
唱
を

聞
き
終
え
た
後
に
満
足
と
く
つ
ろ
ぎ
を
覚
え
る
男
性
の
様
子
を
描
く
典
型
例
で
あ
る
。
〞
女
音
″
が
宋
代
の
詞
壇
歌
苑
で
盟
主
と
な

っ
た
理
由
は
、
当
時
の
社
会
の
審
美
観
の
要
求
と
一
致
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。 
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宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

 

宋
代
の
女
性
歌
手
は
、
絶
対
多
数
が
〞
職
業
化
″
あ
る
い
は
〞
専
業
化
″
し
た
歌
妓
で
あ
っ
た
。
当
時
の
歌
妓
は
一
種
の
職
業
で

あ
り
、
各
級
の
地
方
政
府
関
係
の
施
設
で
も
、
ま
た
営
利
を
目
的
と
す
る
酒
楼
や
妓
館
で
も
、
更
に
個
人
の
家
庭
で
も
働
く
こ
と
が

で
き
た
。 

 

両
宋
期
、
各
級
の
地
方
政
府
に
は
す
べ
て
専
業
の
歌
妓
が
配
さ
れ
、
そ
の
人
数
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
州
級
の
政
府
に
関
し
て
は
、

官
妓
に
在
籍
す
る
人
数
は
お
よ
そ
数
十
人
は
お
り
、
百
人
を
上
回
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
黄
庭
堅
「
次
韻
周
得
夫
経
行
不
相
見
之
詩
」

に
は
「
高
会
無
吏
譏 
琵
琶
二
十
四
（
高
会
に
吏
譏
無
く 

琵
琶
二
十
四
）

」
と
い
う
句
が
あ
る
が
、
こ
の
「
琵
琶
二
十
四
」
と
は
、
当

時
の
吉
州
の
官
妓
の
中
で
琵
琶
を
弾
く
も
の
が
二
十
四
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す

（
６
）

。
も
し
、
琴
・
筝
・
笛
を
演
奏
す
る
他
の
歌
妓
を

加
え
る
と
、
吉
州
の
官
妓
は
総
数
で
百
人
に
近
づ
く
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
符
合
す
る
の
が
杭
州
の
官
妓
の
人
数
で
あ
る
。
靖

康
元
年
（
一
一
二
六
）
、
知
杭
州
の
毛
友
が
就
任
す
る
と
、
「
杭
州
会
府
、
官
妓
豈
不
満
百
人
（
杭
州
会
府
、
官
妓
豈
に
百
人
に
満
た
ざ
る
べ

け
ん
や
）
」
か
つ
ま
た
「
肆
行
糾
率
良
人
之
婦
（
行
い
を
肆
い
ま
ま
に
し
良
人
を
糾
率
す
る
の
婦
）
」
は
妓
籍
に
入
れ
る
と
宣
布
し
た

（
７
）

。
毛
友

は
そ
の
他
の
州
府
の
慣
例
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
杭
州
の
官
妓
の
人
数
を
定
め
、
一
般
の
州
府
の
官
妓
は
百
人
を
く
だ
ら
な
い
と
考
え

た
。
宋
代
の
州
郡
は
聖
誕
《
皇
帝
の
誕
生
日
》
の
宴
会
が
あ
る
た
び
に
、
常
に
歌
妓
に
大
型
の
舞
踏
を
発
表
さ
せ
、
「
天
下
太
平
」

の
字
に
な
る
よ
う
配
列
さ
せ
た

（
８
）

。
歌
妓
に
「
天
下
太
平
」
の
四
字
に
な
る
よ
う
に
並
ば
せ
る
と
な
る
と
、
数
十
人
か
ら
百
人
は
い
な

い
と
並
ば
せ
る
の
は
難
し
い
。
北
宋
の
元
豊
年
間
に
は
す
べ
て
二
百
九
十
三
の
州
・
府
・
軍
、
千
二
百
三
十
五
の
県
が
あ
っ
た

（
９
）

。
仮

に
、
州
ご
と
に
す
べ
て
数
十
人
か
ら
百
人
の
歌
妓
が
い
た
と
す
る
と
、
宋
代
の
官
妓
は
少
な
く
と
も
数
万
人
は
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
か
な
り
膨
大
な
数
の
職
業
集
団
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
の
職
責
の
一
つ
は
、
各
種
宴
会
に
お
い
て
詞
を
歌
い
酒
杯
を
す
す
め
る

こ
と
だ
っ
た
。 

 

宋
代
の
私
人
が
歌
妓
を
養
う
風
習
は
広
く
行
き
わ
た
っ
て
い
た
。
「
先
天
下
之
憂
而
憂
、
後
天
下
之
楽
而
楽
（
天
下
の
憂
い
に
先
ん
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じ
て
憂
い
、
天
下
の
楽
し
み
に
後
れ
て
楽
し
む
）
」
で
知
ら
れ
る
范
仲
淹
で
さ
え
、
歌
妓
を
養
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
鄱
陽
で
官
途
に
つ

い
た
時
一
人
の
年
若
い
妓
女
を
気
に
入
っ
た
が
、
幼
い
の
で
買
う
に
は
都
合
が
悪
か
っ
た
。
官
職
が
変
わ
り
そ
の
地
を
去
っ
た
後
も

変
わ
ら
ず
忘
れ
が
た
か
っ
た
の
で
、
友
人
の
魏
介
に
手
紙
を
出
し
た
。
そ
の
後
魏
介
が
金
を
出
し
て
そ
の
妓
女
を
買
い
彼
の
と
こ
ろ

に
送
り
、
や
っ
と
心
が
晴
れ
た
次
第
で
あ
っ
た

（
１
０
）

。
た
だ
、
〞
清
歓
″
を
求
め
声
色
を
好
ま
な
か
っ
た
蘇
軾
で
さ
え
か
つ
て
は
「
歌
舞

妓
数
人
、
毎
留
賓
客
飲
酒
、
必
云
『
有
数
个
搽
粉
虞
候
欲
出
来
袛
応
也
』
（
歌
舞
の
妓
数
人
、
賓
客
を
留
め
酒
を
飲
む
毎
に
、
必
ず
云
う
『
数

个
の
搽
粉
せ
る
虞
候
出
で
来
た
り
て
袛
応
す
る
有
る
な
り
』
）

」
と
い
う
様
子
で
あ
っ
た

（
１
１
）

。
民
族
の
英
雄
た
る
文
天
祥
は
「
性
豪
華
、
平
生
自

奉
甚
厚
、
声
伎
満
前
（
性
は
豪
華
、
平
生
自
ら
奉
ず
る
こ
と
甚
だ
厚
く
、
声
伎
前
に
満
つ
）

」
で
、
宋
王
室
が
滅
亡
す
る
際
に
、
や
っ
と
「
痛

自
貶
損
、
尽
以
家
貲
為
軍
費
（
痛
ん
で
自
ら
貶
損
し
、
尽
く
家
貲
を
以
て
軍
費
と
為
し
）
」
て
元
軍
に
抵
抗
し
国
を
回
復
し
よ
う
と
図
っ
た

（
１
２
）

。

宋
人
は
妓
女
を
か
か
え
る
の
が
一
般
的
と
な
り
、
少
数
で
あ
っ
て
も
家
妓
を
か
か
え
な
い
の
が
一
種
の
美
徳
と
な
っ
た
。
宋
人
が
墓

誌
銘
を
書
く
際
、
も
し
墓
主
の
家
に
歌
妓
が
い
な
け
れ
ば
、
必
ず
一
筆
を
も
っ
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
歌
妓
を
養
っ
て
い
な

い
、
も
し
く
は
「
無
声
妓
之
好
（
声
妓
の
好
無
し
）
」
と
記
さ
れ
た

（
１
３
）

。
家
に
歌
妓
が
い
な
い
の
は
、
特
筆
大
書
に
値
す
る
長
所
と
な
っ

た
が
、
こ
の
こ
と
は
反
面
宋
人
の
歌
妓
を
養
う
風
習
が
い
か
に
盛
ん
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。 

 

宋
人
に
お
い
て
個
人
が
歌
妓
を
養
う
場
合
、
一
人
二
人
で
は
満
足
せ
ず
、
多
い
時
に
は
十
数
人
も
し
く
は
数
十
人
、
甚
だ
し
い
場

合
に
は
数
百
人
に
も
達
し
た
。
例
え
ば
、
北
宋
仁
宗
朝
の
宰
相
韓
琦
の
家
に
は
「
女
楽
二
十
余
輩
」
が
お
り

（
１
４
）

、
神
宗
朝
の
宰
相
韓
絳

に
は
「
家
妓
十
余
人
」
が
い
た

（
１
５
）

。
徽
宗
朝
の
宰
相
王
黼
は
「
家
妓
数
十
人
、
皆
絶
色
（
家
妓
数
十
人
、
皆
絶
色
た
り
）
」
と
い
う
状
態
で

（
１
６
）

、

蔡
京
・
童
貫
の
家
妓
は
少
な
く
と
も
二
十
数
人
は
い
た

（
１
７
）

。
ま
た
、
南
宋
高
宗
朝
の
宰
相
呂
頤
浩
の
家
に
は
侍
妾
「
十
数
」
人
が
お
り

（
１
８
）

、

紹
興
年
間
の
江
東
副
総
管
張
淵
に
は
歌
妓
二
十
人
が
い
て

（
１
９
）

、
南
宋
中
葉
の
貴
族
詞
人
張
鎡
の
歌
妓
は
「
数
百
十
人
」
に
も
達
し
た

（
２
０
）

。

そ
し
て
一
生
涯
無
位
無
官
で
あ
っ
た
南
宋
の
名
士
方
応
竜
で
さ
え
、
「
買
姫
妾
数
十
人
、
吹
笙
鼓
琴
歌
舞
以
娯
賓
客
（
姫
妾
数
十
人
を
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宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

買
い
、
吹
笙
鼓
琴
歌
舞
以
て
賓
客
を
娯
し
ま
し
む
）
」
で
あ
っ
た
と
い
う

（
２
１
）

。
柳
永
「
望
海
潮
」
詞
で
は
、
か
つ
て
の
杭
州
は
「
戸
盈
羅
綺 

競

豪
奢
（
戸
に
羅
綺
盈
ち
て 

豪
奢
を
競
う
）
」
と
歌
う
が
、
実
際
に
は
「
戸
に
羅
綺
《
歌
妓
》
盈
ち
」
た
の
は
杭
州
一
州
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ど
の
州
も
同
じ
様
子
で
あ
っ
た

（
２
２
）

。
王
安
石
「
桂
枝
香
・
金
陵
懐
古
」
詞
で
は
、
六
朝
の
「
繁
華
競
逐
」
す
る
様
子
に
感
慨
を
覚
え
て

い
る
が
、
宋
人
の
「
繁
華
を
競
逐
す
る
」
様
子
を
見
る
と
、
少
し
も
先
人
に
譲
る
と
こ
ろ
が
な
い
。 

 

宋
代
の
官
妓
・
家
妓
は
、
職
業
化
の
み
な
ら
ず
、
専
業
化
も
し
て
い
た
。
一
般
に
彼
女
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
に
応
じ
て
分
か
れ

て
い
た
。
つ
ま
り
、
吹
〔
吹
く
〕
拉
〔
ひ
く
〕
弾
〔
弾
く
〕
唱
〔
唱
う
〕
、
と
い
っ
た
具
合
に
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
専
門
が
あ
っ
た
訳

で
あ
る
。
南
宋
の
平
原
郡
王
氏
の
家
で
は
「
専
為
諸
姫
教
羽
声
伎
之
所
（
専
ら
諸
姫
の
為
に
羽
声
伎
を
教
う
る
の
所
）

」
、
「
吹
弾
舞
拍
、

各
有
総
之
者
、
号
為
部
頭
（
吹
弾
舞
拍
、
各
々
之
を
総
べ
る
者
有
り
、
号
し
て
部
頭
と
為
す
）
」
、
「
只
笙
一
部
、
已
是
二
十
余
人
（
只
だ
笙
一

部
、
已
に
是
れ
二
十
余
人
）
」
で
あ
っ
た
と
い
う

（
２
３
）

。
そ
の
他
に
も
そ
れ
ぞ
れ
特
技
を
持
つ
妓
女
が
い
た
と
記
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
北
宋
の

趙
令
畤
「
浣
渓
沙
」
の
詞
序
に
は
、
「
劉
平
叔
出
家
妓
八
人
、
絶
芸
、
乞
詞
贈
之
。
脚
絶
、
歌
絶
、
琴
絶
、
舞
絶
（
劉
平
叔
家
妓
八
人

を
出
だ
す
、
絶
芸
な
り
、
詞
を
乞
い
て
之
を
贈
る
。
脚
絶
、
歌
絶
、
琴
絶
、
舞
絶
な
り
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
で
は
、
〞
脚
絶
″
が

身
体
の
特
長
を
指
す
以
外
、
そ
の
他
の
〞
歌
絶
″
、
〞
琴
絶
″
、
〞
舞
絶
″
は
す
べ
て
技
芸
に
お
け
る
〞
絶
〔
妙
技
〕
″
を
指
す
。 

 

演
奏
す
る
楽
器
に
注
目
す
る
と
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、
書
物
に
も
し
ば
し
ば
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
笛
を
吹

く
者
、
琴
を
弾
く
者
、
琵
琶
を
弾
く
者
、
そ
し
て
筝
を
弾
く
者
、
で
あ
る
。 

 

笛
を
吹
く
歌
妓
は
、
〞
笛
妓
″
も
し
く
は
〞
笛
婢
″
と
呼
ば
れ
る
。
例
え
ば
、
蘇
軾
「
子
玉
家
宴
用
前
韻
見
寄
復
答
之
」
の
「
自

酌
金
樽
勧
孟
光 

更
教
長
笛
奏
伊
凉
（
自
ら
金
樽
を
酌
み
孟
光
を
勧
め 

更
に
長
笛
を
し
て
伊
凉
を
奏
せ
し
む
）

」
句
の
自
注
に
は
「
子
玉
家

有
笛
妓
（
子
玉
の
家
に
笛
妓
有
り
）
」
と
あ
る

（
２
４
）

。
ま
た
、
黄
庭
堅
「
従
王
都
尉
覓
千
葉
梅
云
已
落
尽
戯
作
嘲
吹
笛
侍
児
」
の
「
若
為
可
耐

昭
華
得
（
若
為

な
ん
す

れ
ぞ
昭
華
を
得
る
に
耐
う
べ
け
ん
や
）

」
句
の
史
容
注
に
は
「
駙
馬
都
尉
王
晋
卿
家
吹
笛
妓
名
昭
華
（
駙
馬
都
尉
王
晋
卿
の
家
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の
吹
笛
妓
、
名
は
昭
華
）
」
と
記
さ
れ
る

（
２
５
）

。
北
宋
の
楊
蟠
は
「
毎
従
親
賓
、
乗
月
泛
舟
、
使
二
笛
婢
侑
樽
、
悠
然
忘
返
（
親
賓
を
従
う
毎
に
、

月
に
乗
じ
て
舟
を
泛
べ
、
二
笛
婢
を
し
て
樽
を
侑
め
し
め
、
悠
然
と
し
て
返
る
を
忘
る
）
」
で
あ
っ
た
と
い
う

（
２
６
）

。
辛
棄
疾
の
家
に
は
妓
妾
が
と
て

も
多
く
、
そ
の
中
に
笛
を
吹
く
妓
女
が
い
た
。
あ
る
時
、
医
者
が
辛
夫
人
の
病
気
を
治
し
、
辛
棄
疾
は
医
者
に
礼
を
す
る
た
め
に
、

「
整
整
」
と
い
う
名
の
〞
吹
笛
婢
″
を
医
者
に
贈
り
、
な
ら
び
に
「
好
事
近
」
詞
の
紀
事
を
書
い
た

（
２
７
）

。 

 

琴
を
弾
く
歌
妓
は
〞
琴
妓
″
と
呼
ば
れ
た
。
例
え
ば
、
陳
造
に
「
贈
琴
妓
二
首
」
詩
が
あ
り

（
２
８
）

、
劉
清
夫
に
「
金
菊
対
芙
蓉
・
沙
邑

宰
綰
琴
妓
用
旧
韻
戯
之
」
詞
が
あ
る

（
２
９
）

。 

 

琵
琶
を
弾
く
者
は
、
〞
琵
琶
妓
″
と
呼
ば
れ
た
。
韓
維
に
は
「
又
和
楊
之
美
家
琵
琶
妓
」
詩
と
「
再
和
堯
夫
欲
借
琵
琶
妓
」
詩
が
あ
る

（
３
０
）

。

ま
た
、
范
仲
淹
の
末
子
范
純
粋
は
琵
琶
を
こ
と
の
ほ
か
好
み
、
晩
年
不
眠
症
を
患
っ
た
際
に
は
、
「
家
有
琵
琶
・
箏
二
婢
、
毎
就
枕
、

即
命
雑
奏
于
前
、
至
熟
寐
乃
得
去
（
家
に
琵
琶
・
箏
二
婢
有
り
、
枕
に
就
く
毎
に
、
即
ち
命
じ
て
前
に
雑
奏
せ
し
め
、
熟
寐
に
至
れ
ば
乃
ち
去
る
を
得
）
」

る
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

（
３
１
）

。 

 

箏
を
弾
く
歌
妓
は
〞
箏
妓
″
と
呼
ば
れ
た
。
北
宋
洪
朋
に
「
戯
贈
弾
箏
小
妓
」
詩
、
南
宋
董
嗣
杲
に
「
夜
宴
贈
箏
妓
」
詩
が
あ
る

（
３
２
）

。 

 

こ
れ
ら
の
笛
妓
・
琴
妓
・
箏
妓
・
琵
琶
妓
と
い
う
呼
称
は
、
彼
女
た
ち
の
専
門
の
特
長
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
決
し
て
、

彼
女
た
ち
は
一
種
類
の
楽
器
を
演
奏
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
宴
会
に
お
い
て
、
彼
女
た
ち
は
楽
器
を
演
奏

す
る
だ
け
で
な
く
、
詞
を
歌
唱
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

二 

詞
を
歌
う
環
境
と
場
所 

― 

公
私
の
宴
会
の
集
ま
り
と
酒
楼
・
妓
院 

  

宋
代
の
歌
妓
が
詞
を
歌
う
の
は
、
主
に
公
私
の
宴
会
と
酒
屋
・
茶
楼
・
歌
館
・
妓
院
な
ど
の
娯
楽
の
環
境
・
場
所
に
お
い
て
で
あ
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宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

っ
た
。 

 
宋
人
の
公
的
な
宴
会
で
は
、
す
べ
て
歌
妓
が
音
楽
を
演
奏
し
詞
を
歌
唱
し
て
、
歓
楽
の
手
助
け
を
し
酒
杯
を
勧
め
た
。
公
的
な
宴

会
で
音
楽
を
演
奏
し
詞
を
歌
う
の
は
、
官
妓
の
〞
本
来
の
職
務
″
の
一
つ
だ
っ
た
。
当
時
は
、
「
公
燕
合
楽
、
毎
酒
行
一
終
、
伶
人

必
唱
〞
嗺
酒
″
、
然
後
楽
作
（
公
燕
の
合
楽
、
酒
行
一
た
び
終
わ
る
毎
に
、
伶
人
必
ず
〞
嗺
酒
″
を
唱
し
、
然
る
後
楽
作
こ
る
）

」
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る

（
３
３
）

。 

 

公
的
な
宴
会
で
の
歌
妓
に
よ
る
音
楽
の
演
奏
と
詞
の
歌
唱
は
、
政
府
の
認
可
す
る
慣
例
だ
っ
た
。
公
的
な
宴
会
で
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
妓
楽
を
用
い
る
こ
と
は
、
当
時
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
朝
廷
は
し
ば
し
ば
勅
令
を
発
し
て
、
公
的
な
宴
会
以
外
で
勝
手

に
妓
女
を
用
い
て
妓
楽
を
演
奏
す
る
の
を
禁
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
元
豊
元
年
（
一
〇
七
八
）
正
月
癸
亥
に
は
、
「
詔
、
自
今
学
官
非

公
筵
不
得
豫
妓
楽
会
（
詔
す
、
自
今
学
官
は
公
筵
に
非
さ
れ
ば
妓
楽
会
に
豫
る
を
得
ず
）
」
と
の
詔
が
出
さ
れ

（
３
４
）

、
紹
興
十
三
年
（
一
一
四
三
）
閏

四
月
壬
寅
に
は
、
「
詔
、
諸
州
自
長
貳
外
、
非
公
筵
若
休
告
、
毋
得
用
妓
楽
燕
集
。
違
者
坐
之
（
詔
す
、
諸
州
長
貳
よ
り
外
、
公
筵
の
休
告

の
若
き
に
非
ざ
れ
ば
、
妓
楽
燕
集
を
用
う
る
を
得
る
こ
と
毋
か
れ
。
違
う
者
は
之
に
坐
す
）

」
と
の
禁
令
が
出
さ
れ
て
い
る

（
３
５
）

。
ま
た
、
紹
興
二
十

六
年
（
一
一
五
六
）
三
月
己
未
に
も
、
「
詔
、
諸
郡
守
臣
許
以
休
務
日
用
妓
楽
於
公
筵
、
余
并
不
許
。
擅
自
借
用
、
仍
委
監
司
守
臣
具

奏
、
台
諌
覚
察
（
詔
す
、
諸
郡
守
臣
休
務
日
を
以
て
妓
楽
を
公
筵
に
用
う
る
を
許
さ
る
、
余
は
并
び
に
許
さ
ず
。
擅

自

ほ
し
い
ま
ま

に
借
用
せ
ば
、
仍
ち
監
司
守
臣

の
具
奏
す
る
に
委
ね
て
、
台
諌
覚
察
せ
ん
）
」
と
の
禁
令
が
出
さ
れ
て
い
る
が

（
３
６
）

、
こ
れ
ら
の
禁
令
は
反
面
次
の
二
つ
の
事
柄
を
明
示
し
て
い

る
。
一
つ
は
、
宋
代
の
公
的
な
宴
会
と
旬
休
な
ど
の
節
日
・
休
日
の
宴
会
で
は
妓
楽
を
用
い
る
の
が
慣
例
で
あ
り
、
理
に
も
法
に
も

適
う
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宋
初
の
魏
野
は
詩
に
お
い
て
、
「
毎
因
公
宴
楽
、
方
遣
妓
祗
承
（
毎
に
公
宴
楽
に
因
り

て
、
方
に
妓
を
遣
わ
し
て
祗
承
せ
し
む
）
」
と
述
べ
て
い
る

（
３
７
）

。
ま
た
尹
洙
は
官
僚
に
な
っ
て
「
朝
夕
勤
事
、
非
公
宴
不
邇
声
妓
（
朝
夕
事
に

勤
め
、
公
宴
に
非
ざ
れ
ば
声
妓
を
邇
づ
け
ず
）
」
と
も
言
っ
て
い
る

（
３
８
）

。
公
的
な
宴
会
で
な
い
時
に
は
声
妓
を
近
づ
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
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公
的
な
宴
会
で
は
声
妓
は
必
ず
そ
ば
に
控
え
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
ま
た
、
朱
熹
は
「
妓
楽
」
は
必
要
か
否
か
と
尋
ね
ら
れ
て
、
「
今

州
県
都
用
、
自
家
如
何
不
用
得
。
亦
在
人
斟
酌
（
今
州
県
都す

べ

て
用
う
、
自
家
如
何
ぞ
用
い
ざ
る
を
得
ん
や
。
亦
た
人
の
斟
酌
す
る
に
在
り
）

」
と

答
え
て
い
る

（
３
９
）

。
朱
熹
は
最
も
高
潔
な
理
学
家
で
あ
る
。
そ
の
彼
で
す
ら
「
州
県
都
て
」
妓
楽
を
「
用
」
い
、
彼
自
身
も
妓
楽
を
用
い

て
も
よ
い
、
と
言
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
官
府
が
妓
楽
を
用
い
る
の
は
、
当
時
に
お
い
て
正
常
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
わ

か
る
。
も
う
一
つ
は
、
各
級
の
地
方
政
府
の
官
吏
た
ち
は
常
に
規
定
に
違
反
し
、
「
公
筵
」
も
し
く
は
節
日
や
休
日
の
宴
会
で
な
く

と
も
妓
楽
を
用
い
た
。
そ
の
た
め
朝
廷
は
「
公
筵
に
非
ざ
れ
ば
」
妓
楽
を
用
い
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
禁
令
を
何
度
も
厳
し
く
言
い

渡
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

「
公
筵
に
非
ざ
れ
ば
」
官
妓
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
現
職
官
僚
の
行
動
規
定
に
し
っ
か
り
と
符
号
す
る
。
だ
が
、

一
般
の
士
大
夫
の
私
的
な
宴
会
に
お
い
て
妓
楽
を
用
い
る
の
は
何
の
制
限
も
受
け
な
い
。
そ
し
て
、
家
妓
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る

ば
か
り
か
、
官
妓
を
借
り
て
酒
席
に
伴
い
詞
を
歌
唱
さ
せ
る
こ
と
す
ら
で
き
た
。
例
え
ば
、
南
宋
陳
造
は
か
つ
て
「
借
郡
妓
飲
客
（
郡

妓
を
借
り
て
客
に
飲
ま
せ
）

」
て
、
群
妓
は
「
歌
以
侑
酒
（
歌
い
て
以
て
酒
を
侑
む
）

」
で
あ
っ
た
と
い
い

（
４
０
）

、
謝
希
孟
は
台
州
に
い
て
酒
宴

を
設
け
て
陳
亮
を
招
き
、
「
借
郡
中
伎
楽
、
燕
之
東
湖
（
郡
中
の
伎
楽
を
借
り
て
、
之
を
東
湖
に
燕
す
）

」
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（
４
１
）

。
ま
た
、

蘇
軾
が
黄
岡
に
い
た
時
も
、
「
毎
用
官
妓
侑
觴
（
毎
に
官
妓
を
用
い
て
觴
を
侑
め
し
む
）

」
で
あ
っ
た

（
４
２
）

。
当
時
、
蘇
軾
は
か
の
地
に
貶
居

し
た
の
で
あ
っ
て
、
黄
州
の
役
人
で
は
な
か
っ
た
。
彼
が
官
妓
を
使
っ
て
杯
を
勧
め
さ
せ
た
の
は
、
無
論
酒
宴
の
時
に
官
妓
を
借
り

た
訳
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
宋
期
に
官
妓
を
借
り
て
酒
の
相
手
を
さ
せ
る
の
は
、
流
行
し
て
い
た
風
習
だ
っ
た
と
わ
か
る
。 

 

宋
代
の
役
人
は
至
る
所
で
妓
楽
が
そ
ば
に
ひ
か
え
る
の
に
慣
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
一
た
び
片
田
舎
で
貧
し
い
州
県
に
行
き
、
歌

妓
が
い
な
い
と
な
る
と
、
途
端
に
ひ
ど
い
喪
失
感
を
覚
え
て
し
ま
う
。
例
え
ば
、
王
禹
稱
は
商
州
に
流
さ
れ
た
後
感
慨
を
も
よ
お
し

て
、
「
山
城
窮
陋
無
妓
楽 

何
以
銷
得
騒
人
愁
（
山
城
窮
陋
に
し
て
妓
楽
無
し 

何
を
以
て
騒
人
の
愁
い
を
銷
し
得
ん
や
）
」
と
詩
に
詠
ん
で
い
る

（
４
３
）

。
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宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

張
耒
も
こ
れ
に
似
た
体
験
を
し
て
い
て
、
「
州
貧
須
惜
尊
罍
費 

俗
陋
兼
無
妓
楽
名
（
州
貧
し
け
れ
ば
須
ら
く
惜
し
む
べ
し
尊
罍
の
費 

俗

陋
な
れ
ば
兼
ね
て
無
し
妓
楽
の
名
）
」
と
詠
ん
で
い
る

（
４
４
）

。
こ
の
よ
う
に
妓
楽
が
士
大
夫
の
生
活
に
お
け
る
重
要
な
一
部
分
と
な
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
一
た
び
失
う
と
、
そ
の
生
活
に
お
け
る
楽
し
み
が
一
つ
な
く
な
る
の
だ
。 

 

公
的
な
宴
会
に
お
い
て
妓
楽
を
用
い
る
慣
例
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
更
に
〞
个
案
〔
一
つ
ず
つ
の
案
件
〕
″
を
見
て
ゆ
き
、
公
的

な
宴
会
で
の
歌
妓
の
演
奏
と
詞
の
歌
唱
の
様
子
を
理
解
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
北
宋
の
銭
惟
演
は
西
京
洛
陽
留
守
で
あ
っ
た
時
、

「
毎
宴
客
、
命
庁
籍
《
官
妓
》
分
行
剗
襪
、
歩
於
莎
上
、
伝
唱
踏
莎
行
（
客
を
宴
す
る
毎
に
、
庁
籍
に
命
じ
て
分
行
剗
襪
し
、
莎
上
を
歩
き
、

踏
莎
行
を
伝
唱
せ
し
む
）

」
で
あ
っ
た
と
い
い

（
４
５
）

、
寇
準
は
宴
会
を
開
く
ご
と
に
必
ず
歌
舞
の
助
け
が
あ
り
、
「
所
臨
鎮
燕
会
、
常
至
三

十
盞
、
必
盛
張
楽
、
尤
喜
柘
枝
舞
、
毎
舞
連
数
盞
方
華
（
臨
む
所
の
鎮
燕
会
、
常
に
三
十
盞
に
至
る
、
必
ず
盛
ん
に
し
て
楽
を
張
れ
ば
、
尤
も
柘

枝
舞
を
喜
び
、
舞
う
毎
に
数
盞
方
華
を
連
ぬ
）
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

（
４
６
）

。
州
県
が
公
的
な
宴
会
を
行
な
う
時
、
普
通
す
べ
て
の
官
妓
が
会
場

に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
蘇
軾
が
杭
州
の
知
事
で
あ
っ
た
と
き
、
西
湖
で
宴
会
を
行
な
う
と
、
「
郡
妓
畢
至
（
郡
妓
畢す

べ

て
至

る
）
」
だ
っ
た
と
い
い

（
４
７
）

、
ま
た
呉
仲
広
が
四
川
綿
州
知
事
だ
っ
た
と
き
、
「
開
宴
」
し
て
上
司
を
招
い
た
時
も
、
「
倡
優
畢
集
（
倡
優

畢
て
集
う
）

」
だ
っ
た
と
い
う

（
４
８
）

。
会
場
の
規
模
が
非
常
に
大
き
く
、
歌
妓
だ
け
で
百
人
を
上
回
る
公
的
な
宴
会
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

真
宗
の
大
中
祥
府
三
年
（
一
〇
一
〇
）
、
河
北
安
撫
使
李
允
は
宴
会
を
設
け
寇
準
を
招
待
し
、
宴
会
で
の
歌
妓
は
「
百
数
十
人
」
に
達

す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
普
段
か
ら
豪
奢
で
あ
っ
た
寇
準
で
さ
え
大
い
に
驚
い
た
と
い
う

（
４
９
）

。 

 

邸
宅
で
の
私
的
な
宴
会
に
至
っ
て
は
、
歌
妓
が
歌
い
興
を
添
え
な
い
こ
と
に
は
何
も
は
じ
ま
ら
な
い
。
北
宋
晏
殊
の
例
が
そ
の
典

型
で
あ
る
。
彼
は
家
に
い
る
と
き
に
は
「
未
嘗
一
日
不
燕
飲
（
未
だ
嘗
て
一
日
と
し
て
燕
飲
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
）
」
で
あ
っ
て
、
宴
を
催
す

ご
と
に
「
必
以
歌
楽
相
佐
（
必
ず
歌
楽
を
以
て
相
佐
く
）

」
で
あ
っ
た
と
い
う

（
５
０
）

。
ま
た
辛
棄
疾
も
「
毎
宴
、
必
命
侍
妓
歌
其
所
作
（
宴
す

る
毎
に
、
必
ず
侍
妓
に
命
じ
て
其
の
作
る
所
）
」
の
詞
を
「
歌
」
わ
し
め
た
と
い
う

（
５
１
）

。
紹
興
十
五
年
乙
丑
（
一
一
四
五
）
、
王
灼
は
成
都
の
碧
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鶏
坊
妙
勝
院
に
寄
宿
し
た
が
、
友
人
の
王
和
先
・
張
斉
望
の
住
ま
い
に
と
て
も
近
か
っ
た
。
王
・
張
の
二
家
は
「
有
声
妓
、
日
置
酒

相
楽
（
声
妓
有
り
、
日
々
置
酒
し
て
相
楽
し
む
）
」
で
あ
り
、
歌
妓
に
歌
を
歌
わ
せ
杯
を
勧
め
さ
せ
て
い
た
。
王
灼
は
毎
日
宴
会
か
ら
帰
る

と
、
宿
舎
で
そ
の
日
に
歌
妓
が
歌
っ
て
い
た
〞
歌
曲
″
と
〞
見
聞
″
を
記
録
に
残
し
、
ま
た
そ
の
淵
源
を
辿
る
こ
と
で
、
両
宋
詞
学

史
上
初
と
な
る
大
型
の
詞
話
『
碧
鶏
漫
志
』
を
書
き
上
げ
た
の
で
あ
る

（
５
２
）

。 

 

官
府
や
私
邸
で
の
公
私
の
宴
会
な
ど
閉
鎖
的
な
場
所
以
外
に
も
、
酒
楼
や
妓
院
、
旅
店
な
ど
商
売
が
営
ま
れ
て
い
る
公
共
の
場
所

が
、
詞
を
歌
唱
す
る
場
所
と
な
っ
た
。 

 

宋
代
で
は
、
官
営
の
酒
庫
や
私
営
の
酒
楼
・
茶
館
も
客
を
招
く
べ
く
、
歌
妓
に
長
期
間
店
に
と
ど
ま
り
台
に
座
っ
て
詞
を
歌
唱
さ

せ
た
。
北
宋
の
真
宗
が
熙
寧
の
新
政
を
押
し
進
め
た
後
、
各
地
の
官
吏
は
酒
屋
を
営
み
、
「
命
娼
女
坐
肆
作
楽
（
娼
女
に
命
じ
て
肆
に

坐
り
楽
を
作
さ
し
め
）

」
て
商
売
を
一
手
に
引
き
受
け
た

（
５
３
）

。
両
宋
を
ま
た
が
る
著
名
な
理
学
家
楊
時
は
、
こ
の
こ
と
に
対
し
て
非
常
に

不
満
で
、
「
朝
廷
設
法
売
酒
、
所
在
官
吏
遂
張
楽
、
集
妓
女
以
来
小
民
、
此
最
為
害
教
（
朝
廷
法
を
設
け
酒
を
売
る
に
、
所
在
の
官
吏
遂
に

楽
を
張
り
、
妓
女
を
集
め
て
以
て
小
民
を
来
た
ら
し
む
、
此
れ
最
も
害
教
と
為
れ
り
）

」
と
述
べ
て
い
る

（
５
４
）

。
し
か
し
、
南
宋
の
末
に
至
る
ま
で
、

こ
の
風
習
の
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
宋
末
の
呉
自
牧
は
、
「
自
景
定
《
一
二
六
一
―
一
二
六
四
》
以
来
、
諸
酒
庫
設
法
売
酒
、

官
妓
及
私
名
妓
数
内
揀
選
上
中
甲
者
、
委
有
娉
婷
秀
媚
、
桃
臉
桜
唇
、
玉
指
繊
繊
、
秋
波
滴
溜
、
歌
喉
宛
転
、
道
得
字
真
韻
正
、
令

人
側
耳
聴
之
不
厭
（
景
定
よ
り
以
来
、
諸
酒
庫
法
を
設
け
酒
を
売
る
、
官
妓
及
び
私
名
妓
の
数
内
揀
選
せ
る
上
の
甲
に
中
た
る
者
、
委た

し

か
に
娉
婷
秀
媚
に

し
て
、
桃
臉
桜
唇
、
玉
指
の
繊
繊
と
し
て
、
秋
波
の
滴
溜
と
し
て
、
歌
喉
宛
転
し
、
字
の
真
に
し
て
韻
の
正
な
る
を
道
い
得
て
、
人
を
し
て
耳
を

側
そ
ば
だ

て
之

を
聴
き
て
厭
き
ざ
ら
し
む
る
有
り
）
」
と
述
べ
て
い
る

（
５
５
）

。
ま
た
、
周
密
は
、
酒
庫
ご
と
に
す
べ
て
「
官
妓
数
十
人
、
各
有
金
銀
酒
器
千
両

以
供
飲
客
之
用
（
官
妓
数
十
人
、
各
々
金
銀
の
酒
器
千
両
の
以
て
飲
客
の
用
に
供
す
る
有
り
）
」
で
あ
っ
た
と
記
載
す
る

（
５
６
）

。 

 

私
営
の
茶
坊
で
も
歌
妓
は
す
べ
て
「
靚
粧
迎
門
、
争
奸
売
笑
、
朝
歌
暮
弦
、
揺
蕩
心
目
（
靚
粧
し
て
門
に
迎
え
、
奸
を
争
っ
て
笑
い
を
売
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宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

り
、
朝
歌
暮
弦
、
心
目
を
揺
蕩
す
）
」
る
様
子
だ
っ
た

（
５
７
）

。
酒
楼
で
も
歌
妓
は
雲
集
し
、
例
え
ば
宋
末
蕪
湖
県
で
は
「
酒
楼
歌
妓
集
、
漁
市

販
夫
行
（
酒
楼
に
歌
妓
集
い
、
漁
市
に
販
夫
行
な
う
）
」
で
あ
っ
た
と
い
う

（
５
８
）

。
都
・
臨
安
の
酒
楼
は
こ
れ
に
も
増
し
て
「
毎
処
各
有
私
名
妓

数
十
輩
、
皆
時
粧
袨
服
、
巧
笑
争
奸
。
夏
月
茉
莉
盈
頭
、
香
満
綺
陌
、
凭
檻
（
毎
処
各
々
私
名
妓
数
十
輩
有
り
、
皆
時
粧
袨
服
し
、
巧
笑
し
て

奸
を
争
う
。
夏
月
茉
莉
頭
に
盈
ち
、
香
は
綺
陌
に
満
ち
、
檻
に
凭
）
」
っ
て
顧
客
を
「
招
邀
」
し
た
と
い
う

（
５
９
）

。
南
宋
の
著
名
な
詞
人
劉
過
は
「
酒

楼
」
詩
に
お
い
て
「
夜
上
青
楼
去 

如
迷
洞
府
深 

妓
歌
千
調
曲 

客
雑
五
方
音 

藕
白
玲
瓏
玉 

柑
黄
磊
落
金 

酣
歌
恣
蕭
散 

無

復
越
中
吟
（
夜
青
楼
に
上
り
去
け
ば 

洞
府
の
深
き
に
迷
う
が
如
し 

妓
は
歌
う
千
調
の
曲 

客
は
雑
う
五
方
の
音 

藕
の
ご
と
白
き
玲
瓏
玉 

柑
の
ご

と
黄
ろ
き
磊
落
金 

酣
歌
蕭
散
を
恣
に
し
て 

越
中
吟
を
復
す
る
無
か
れ
）
」
と
、
酒
楼
で
歌
を
聴
く
情
景
を
歌
う

（
６
０
）

。
ま
た
、
彼
の
別
の
詩
「
建

鄴
酒
楼
落
成
預
点
灯
」
で
も
、
「
徹
夜
笙
歌
促
腊
尽 

聒
天
簫
鼓
挽
春
回 

都
人
雑
踏
揮
千
鎰 

我
輩
登
臨
謾
一
杯
（
夜
を
徹
し
て
笙

歌
腊
の
尽
く
る
を
促
し 

天
を
聒
が
し
て
簫
鼓
春
の
回
る
を
挽
く 

都
人
雑
踏
し
て
千
鎰
を
揮
い 

我
輩
登
臨
し
て
一
杯
を
謾
ん
ず
）
」
と
、
建
鄴
の
酒

楼
が
落
成
し
た
後
顧
客
が
門
に
満
ち
、
歌
声
が
地
を
動
か
す
模
様
が
描
か
れ
て
い
る

（
６
１
）

。 

 

長
期
間
店
に
と
ど
ま
っ
た
歌
妓
以
外
に
も
、
茶
楼
酒
店
に
は
一
時
的
な
〞
走
穴
〔
臨
時
に
公
演
す
る
俳
優
〕
″
が
い
た
。
そ
う
い

う
人
た
ち
は
、
舞
台
に
駆
け
つ
け
て
歌
唱
し
、
い
く
ら
か
の
小
銭
を
稼
い
だ
わ
け
だ
が
、
当
時
は
そ
れ
を
〞
打
酒
座
″
、
ま
た
は
〞

擦
座
″
、
あ
る
い
は
〞
趕
趁
″
と
呼
び
習
わ
し
た
。
北
宋
汴
京
の
酒
屋
で
は
常
に
「
下
等
妓
女
、
不
呼
自
来
、
筵
前
歌
唱
、
臨
時
以

些
小
銭
物
贈
之
而
去
、
謂
之
『
札
客
』
、
亦
謂
之
『
打
酒
坐
』
（
下
等
の
妓
女
、
呼
ば
れ
ず
と
も
自
ら
来
た
る
、
筵
前
に
て
歌
唱
し
、
時
に
臨
み

て
些
の
小
銭
物
を
以
て
之
に
贈
り
て
去
る
、
之
を
『
札
客
』
と
謂
い
、
亦
た
之
を
『
打
酒
坐
』
と
謂
う
）
」
と
い
う
様
子
だ
っ
た

（
６
２
）

。
南
宋
臨
安
の
酒

楼
で
も
、
常
に
「
小
鬟
不
呼
自
至
、
歌
吟
強
聒
、
以
求
支
分
、
謂
之
『
擦
坐
』
。
又
有
吹
簫
・
弾
阮
・
息
気
・
鑼
板
・
歌
唱
・
散
耍

等
人
、
謂
之
『
趕
趁
』
（
小
鬟
呼
ば
れ
ず
し
て
自
ら
至
り
、
歌
吟
強
聒
し
、
以
て
支
分
を
求
む
、
之
を
『
擦
坐
』
と
謂
う
。
又
た
吹
簫
・
弾
阮
・
息
気
・

鑼
板
・
歌
唱
・
散
耍
等
の
人
有
り
、
之
を
『
趕
趁
』
と
謂
う
）

」
と
い
う
状
態
だ
っ
た

（
６
３
）

。
洪
邁
『
夷
堅
志
』
甲
志
巻
七
に
も
、
「
陳
東
、
靖
康
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間
飲
於
京
師
酒
楼
、
有
倡
打
座
而
歌
者
、
東
不
顧
。
乃
去
倚
欄
独
立
、
歌
『
望
江
南
』
詞
、
音
調
清
越
、
東
不
覚
傾
聴
。
…
…
歌
罷
、

得
数
銭
下
楼
（
陳
東
、
靖
康
の
間
に
京
師
の
酒
楼
に
飲
む
、
倡
の
打
座
し
て
歌
う
者
有
り
、
東
顧
み
ず
。
乃
ち
去
り
て
欄
に
倚
り
て
独
り
立
ち
、
『
望
江

南
』
詞
を
歌
う
、
音
調
は
清
越
な
れ
ば
、
東
覚
え
ず
し
て
傾
聴
す
。
…
…
歌
罷
み
て
、
数
銭
を
得
て
楼
を
下
る
）
」
と
、
歌
妓
が
〞
打
酒
座
″
す
る
状

況
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
宋
元
話
本
小
説
『
金
鰻
記
』
で
も
、
南
宋
初
め
慶
奴
な
る
者
が
鎮
江
の
旅
社
で
生
活
の
あ
て
が
な
く
な
っ

て
困
窮
し
、
や
む
を
得
ず
酒
楼
に
い
っ
て
〞
趕
趁
″
し
て
歌
を
売
り
、
小
銭
を
稼
い
で
暮
ら
す
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。 

慶
奴
道
；
「
我
会
一
身
本
事
、
唱
得
好
曲
、
到
這
裏
怕
不
得
羞
。
何
不
買
个
鑼
児
、
出
去
諸
処
酒
店
内
売
唱
、
趁
百
十
文
、
把

来
使
用
。
是
好
也
不
好
？
」
張
彬
道
；
「
你
是
好
人
家
児
女
、
如
何
做
得
這
等
勾
当
？
」
慶
奴
道
；
「
事
極
無
奈
、
但
得
你
没

事
、
和
你
帰
臨
安
見
我
爹
娘
。
」
従
此
、
慶
奴
只
在
鎮
江
店
中
趕
趁
。
…
…
自
従
出
去
趕
趁
、
毎
日
賺
得
幾
貫
銭
来
、
便
無
話
説

（
６
４
）

。 

（
慶
奴
は
言
う
；
「
私
は
芸
を
身
に
つ
け
て
い
て
、
よ
い
曲
を
歌
え
ま
す
。
こ
こ
に
来
る
の
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
ど
う
し
て
ド
ラ
を

買
い
、
至
る
所
の
酒
屋
に
赴
い
て
歌
を
売
り
、
百
十
文
を
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
手
に
し
て
生
活
の
あ
て
に
使
わ
な
い
で
お
れ
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
っ
て
よ

く
な
い
こ
と
な
の
？
」
張
彬
は
言
う
；
「
あ
な
た
は
良
家
の
ご
息
女
、
な
ぜ
か
よ
う
な
事
が
お
出
来
に
な
る
の
で
す
。
」
慶
奴
は
言
う
；
「
私
に
は
も

は
や
ど
う
に
も
で
き
な
い
こ
と
、
た
だ
貴
方
に
ご
迷
惑
を
か
け
ず
に
、
一
緒
に
臨
安
に
帰
り
、
お
父
様
お
母
様
に
会
わ
な
け
れ
ば
。
」
こ
れ
よ
り
慶
奴

は
鎮
江
の
酒
屋
で
た
だ
趕
趁
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
…
…
趕
趁
に
出
か
け
て
以
来
、
毎
日
何
貫
か
の
銭
を
稼
い
で
は
、
何
も
話
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
） 

こ
れ
は
小
説
家
の
言
葉
で
あ
り
、
必
ず
し
も
実
際
に
そ
の
よ
う
な
人
物
が
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
だ
が
そ
の
よ
う
な
事
実
は
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
ま
た
張
彬
の
言
葉
か
ら
、
当
時
酒
楼
で
歌
を
売
る
こ
と
が
、
人
か
ら
軽
蔑
さ
れ
る
行
為
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え

る
。 

 

新
年
と
節
句
が
訪
れ
る
た
び
に
、
い
く
ば
く
か
の
歌
妓
・
芸
人
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
所
に
赴
き
、
通
り
に
沿
っ
て
歌
を
売
り
、
移

動
公
演
を
行
な
っ
た
。
呉
自
牧
は
、
「
街
市
有
楽
人
三
五
為
隊
、
擎
一
二
女
童
舞
旋
、
唱
小
詞
、
専
沿
街
趕
趁
。
元
夕
放
灯
・
三
春
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宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

園
館
賞
玩
及
游
湖
看
潮
之
時
、
或
於
酒
楼
、
或
花
衢
柳
巷
妓
館
家
袛
応
、
但
犒
銭
亦
不
多
。
謂
之
『
荒
鼓
板
』
（
街
市
に
楽
人
の
三
五

隊
を
為
し
、
一
二
の
女
童
の
舞
旋
す
る
を
擎
げ
、
小
詞
を
唱
い
、
専
ら
街
に
沿
い
て
趕
趁
す
る
有
り
。
元
夕
の
放
灯
・
三
春
園
館
の
賞
玩
及
び
游
湖
看
潮
の

時
、
或
い
は
酒
楼
に
お
い
て
、
或
い
は
花
衢
柳
巷
の
妓
館
の
家
に
て
袛
応
す
、
但
だ
犒
銭
亦
多
か
ら
ず
。
之
を
『
荒
鼓
板
』
と
謂
う
）
」
と
、
そ
の
様
子

を
述
べ
て
い
る

（
６
５
）

。 

 

妓
院
は
市
井
の
私
妓
の
〞
大
本
営
″
で
あ
り
、
そ
の
花
形
は
す
べ
て
多
才
多
芸
で
、
歌
と
舞
い
に
優
れ
、
特
に
客
を
も
て
な
す
時

に
は
、
楽
器
を
伴
わ
ず
に
歌
い
、
軽
や
か
に
舞
っ
た
。
北
宋
末
、
汴
京
の
名
妓
李
師
師
・
崔
念
月
が
一
時
名
声
を
は
せ
た
が
、
詞
人

晁
冲
之
は
「
毎
会
飲
、
多
召
侑
席
（
会
飲
毎
に
、
多
く
召
き
て
席
に
侑
め
）

」
て
、
席
上
は
常
に
「
看
舞
霓
裳
羽
衣
曲
、
聴
歌
玉
樹
後
庭

花
（
霓
裳
羽
衣
の
曲
を
舞
う
を
看
、
玉
樹
後
庭
花
を
歌
う
を
聴
く
）
」
と
い
う

（
６
６
）

。
南
宋
の
王
質
「
紅
窓
怨
・
即
事
」
は
、
青
年
期
に
友
人
と
杭

州
の
妓
館
で
歌
を
聞
い
た
様
子
を
回
想
し
て
、
「
簾
不
巻 

人
難
見 

縹
緲
歌
声 

暗
随
香
転 

記
与
三
五
少
年 

在
杭
州
・
曾
聴

得
幾
遍 

 

唱
到
生
綃
白
団
扇 

晩
涼
初
・
桐
陰
満
院 

待
要
図
入
丹
青 

奈
無
縁
識
如
花
面
（
簾
巻
か
ず 

人
見
難
し 

縹
緲
た
る
歌
声 

暗
か
に
香
に
随
い
て
転
る 

記
す
三
五
の
少
年
と 

杭
州
に
在
り
し
と
き 

曾
て
幾
遍
か
を
聴
き
得
た
る
を 

 

唱
い
到
る
生
綃
白
団
の
扇 

晩
涼
の
初

め 

桐
陰
院
に
満
つ 

丹
青
を
入
る
る
を
図
ら
ん
と
待
要

ほ

っ

す
る
も 

奈
い
か
ん

せ
ん
花
の
如
き
面
を
識
る
に
縁
無
き
を
）
」
と
詠
っ
て
い
る
（
『
全
宋
詞
』
第

一
六
四
八
頁
）

。
こ
の
作
品
に
お
い
て
「
縹
緲
た
る
歌
声
」
を
た
だ
聞
い
て
、
歌
唱
す
る
「
花
の
如
き
面
」
を
見
な
か
っ
た
理
由
は
、

歌
妓
が
歌
唱
す
る
際
、
普
通
は
簾
幕
で
姿
を
覆
い
隠
し
た
か
ら
で
あ
る
。
「
簾
巻
か
ず
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
「
人
見
難
し
」

だ
っ
た
の
だ
。
歌
妓
が
簾
の
中
に
身
を
隠
し
歌
唱
す
る
様
子
は
、
宋
人
の
詩
詞
の
中
で
し
ば
し
ば
描
か
れ
て
き
た
。
例
え
ば
北
宋
の

郭
祥
正
「
再
見
呉
淵
卿
長
官
時
年
八
十
一
」
詩
で
は
「
対
檻
残
花
猶
可
賞 
隔
簾
小
妓
且
頻
歌
（
檻
に
対
し
て
残
花
猶
お
賞
す
べ
し 

簾
を

隔
て
て
小
妓
且
ら
く
頻
歌
す
）
」
と
あ
り

（
６
７
）

、
葛
勝
仲
「
浣
渓
沙
」
詞
序
に
も
、
「
少
蘊
内
翰
同
年
寵
速
、
遣
妓
隠
簾
吹
簫
、
因
成
一
闋
（
少

蘊
内
翰
同
年
寵
速
な
り
、
妓
を
し
て
簾
に
隠
れ
簫
を
吹
か
し
む
、
因
り
て
一
闋
を
成
す
）
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
（
『
全
宋
詞
』
第
七
二
一
頁
）

。
そ
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の
身
を
簾
の
内
に
隠
し
つ
つ
歌
唱
し
、
隠
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
た
見
え
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
歌
妓
の
様
子
は
、
聴
衆
の
嗜

好
を
引
き
付
け
、
一
目
見
た
い
と
思
わ
せ
な
が
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
、
一
種
朦
朧
と
し
た
美
の
境
地
を
備
え
て
い
た
。 

  
三 
歌
唱
す
る
詞
の
選
択
と
演
唱
の
方
式 

  

歌
妓
が
酒
宴
で
詞
を
歌
う
場
合
、
誰
が
作
っ
た
詞
を
歌
う
の
か
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
詞
を
歌
う
の
か
は
、
し
ば
し
ば
宴
会
の
主

人
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
。 

 

例
え
ば
主
人
が
詞
人
で
あ
れ
ば
、
普
通
は
自
分
が
作
っ
た
詞
を
歌
わ
せ
た
。
こ
の
こ
と
は
客
を
楽
し
ま
せ
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た

自
分
の
才
能
を
は
っ
き
り
と
示
す
こ
と
も
で
き
た
。
例
え
ば
、
宋
初
の
寇
準
は
「
因
早
春
宴
客
、
自
撰
楽
府
詞
、
俾
工
歌
之
（
早
春
客

を
宴
す
る
に
因
り
て
、
自
ら
楽
府
詞
を
撰
し
、
工
を
し
て
之
を
歌
わ
し
む
）

」
だ
っ
た
と
い
う

（
６
８
）

。
北
宋
の
呉
感
に
は
、
紅
梅
と
い
う
名
の
侍
妓

が
い
て
、
か
つ
て
「
折
紅
梅
」
詞
を
作
っ
て
、
非
常
に
気
に
入
っ
て
い
た
。
そ
し
て
「
其
詞
伝
播
人
口
、
春
日
郡
宴
、
必
使
倡
人
歌

之
（
其
の
詞
人
口
に
伝
播
し
、
春
日
の
郡
宴
、
必
ず
倡
人
を
し
て
之
を
歌
わ
し
む
）
」
だ
っ
た
と
い
う

（
６
９
）

。
北
宋
末
葉
夢
得
は
宴
会
に
同
年
の
葛
勝

仲
を
招
い
た
際
、
み
ず
か
ら
「
歌
詞
を
作
り
」
、
歌
妓
に
歌
わ
せ
て
杯
を
勧
め
さ
せ
た

（
７
０
）

。
更
に
辛
棄
疾
に
は
次
の
よ
う
な
事
が
あ
っ

た
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
「
毎
燕
必
命
侍
妓
歌
其
所
作
、
特
好
歌
『
賀
新
郎
』
一
詞
、
自
誦
其
警
句
云
、
我
見
青
山
多
嫵
媚 

料

青
山
見
我
応
如
是
。
又
曰
、
不
恨
古
人
吾
不
見 

恨
古
人
不
見
吾
狂
耳
。
毎
至
此
、
則
拊
髀
自
笑
。
顧
問
坐
客
何
如
、
皆
嘆
誉
如
出

一
口
（
燕
毎
に
必
ず
侍
妓
に
命
じ
て
其
の
作
る
所
を
歌
わ
し
む
、
特
に
『
賀
新
郎
』
一
詞
を
歌
う
を
好
み
、
自
ら
其
の
警
句
を
誦
し
て
云
わ
く
、
我
青
山
に

嫵
媚
多
き
を
見
る 

料お
も

う
青
山
も
我
を
見
る
こ
と
応
に
是
く
の
如
か
る
べ
し
と
。
又
た
曰
わ
く
、
古
人
の
吾
を
見
ざ
る
を
恨
み
ず 

古
人
の
吾
が
狂
を
見
ざ

る
を
恨
む
の
み
と
。
此
に
至
る
毎
に
、
則
ち
髀
を
拊
ち
て
自
ら
笑
う
。
顧
み
て
坐
客
に
何
如
と
問
え
ば
、
皆
な
嘆
誉
す
る
こ
と
一
口
よ
り
出
だ
す
が
如
し
）
」
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宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

で
あ
っ
た

（
７
１
）

。
稼
軒
が
み
ず
か
ら
警
句
を
誦
し
た
こ
と
と
「
髀
を
拊
ち
て
自
ら
笑
」
っ
た
態
度
か
ら
み
る
に
、
客
人
の
前
で
腕
前
を
披

露
す
る
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
は
何
と
も
気
持
ち
の
良
か
っ
た
こ
と
な
の
だ
。 

 

も
し
客
人
の
中
に
詞
人
が
い
れ
ば
、
宴
席
の
主
人
は
時
と
し
て
歌
妓
に
客
人
が
作
っ
た
詞
を
歌
わ
せ
た
。
そ
し
て
、
客
人
に
は
親

密
感
と
名
誉
と
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と
で
、
主
人
と
客
人
が
共
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
た
と
え
ば
北
宋
の
賈
昌
朝
が
北
都
に
住
ん

で
い
た
時
の
話
で
あ
る
。
欧
陽
脩
が
遼
に
使
者
と
し
て
赴
き
宋
に
帰
還
し
た
際
、
賈
氏
は
欧
陽
脩
を
宴
席
に
招
い
た
が
、
そ
の
席
上

に
い
た
歌
妓
が
歌
っ
た
の
は
す
べ
て
欧
陽
脩
の
詞
で
あ
っ
た
。
欧
陽
脩
は
非
常
に
満
足
し
、
一
首
を
聞
く
た
び
に
な
み
な
み
と
注
が

れ
た
杯
を
飲
ん
だ
、
と
い
う

（
７
２
）

。
ま
た
晏
殊
が
京
兆
尹
で
あ
っ
た
と
き
、
張
先
子
野
は
通
判
で
あ
っ
た
。
張
先
が
尋
ね
る
た
び
に
、
晏

殊
は
「
即
命
侍
児
出
侑
觴
、
往
往
歌
子
野
所
為
之
詞
（
即
ち
侍
児
に
命
じ
て
出
で
て
觴
を
侑
め
、
往
往
に
し
て
子
野
の
為
る
所
の
詞
を
歌
わ
し
む
）
」

で
あ
っ
た

（
７
３
）

。
李
邴
漢
老
は
青
年
の
時
「
漢
宮
春
」
詠
梅
詞
を
作
り
、
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
。
政
和
年
間
に
、
宰
相
の
王
黼
が
宴
会

を
設
け
漢
老
を
招
い
た
が
、
「
出
其
家
姫
数
十
人
、
皆
絶
色
也
。
漢
老
惘
然
莫
暁
。
酒
半
、
郡
唱
是
詞
《
即
「
漢
宮
春
」
》
以
侑
觴

（
其
の
家
姫
数
十
人
を
出
だ
せ
ば
、
皆
絶
色
な
り
。
漢
老
惘
然
と
し
て
暁
る
莫
し
。
酒
半
ば
に
し
て
、
是
の
詞
を
郡
唱
し
以
て
觴
を
侑
む
）
」
で
あ
っ
た

（
７
４
）

。

漢
老
は
歌
を
聞
い
た
後
、
身
に
あ
ま
る
待
遇
を
受
け
て
驚
き
、
思
い
が
け
な
い
出
来
事
に
喜
ん
だ
、
と
い
う
。
さ
ら
に
南
宋
の
紹
興

末
年
に
参
知
政
事
で
あ
っ
た
楊
柳
は
宴
を
張
っ
て
晁
公
遡
を
招
き
、
ま
た
官
妓
に
晁
氏
が
作
っ
た
「
小
詞
」
を
歌
い
酒
を
勧
め
さ
せ

た
と
こ
ろ
、
晁
氏
は
非
常
に
感
動
し
て
や
ま
ず
、
そ
の
後
手
紙
を
出
し
て
何
度
も
感
激
の
念
を
示
し
た

（
７
５
）

。 

 

宴
会
の
主
人
が
即
席
で
詞
を
作
り
歌
妓
に
歌
わ
せ
る
、
あ
る
い
は
歌
妓
が
そ
の
場
に
主
人
に
即
席
で
詞
を
作
る
よ
う
願
い
出
る
場

合
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
欧
陽
脩
が
滁
州
に
流
さ
れ
て
い
た
時
、
あ
る
同
年
が
閬
州
で
通
判
を
し
て
い
た
。
欧
陽
脩
は
彼
の
た
め
に

金
を
か
し
て
、
「
即
席
為
一
曲
、
歌
以
為
贈
（
即
席
に
一
曲
を
為
り
、
歌
い
て
以
て
贈
と
為
し
）
」
た
。
そ
の
後
、
「
歌
於
人
口
者
二
十
年

（
人
口
に
歌
わ
る
る
こ
と
二
十
年
な
り
）

」
で
あ
っ
た

（
７
６
）

。
欧
陽
脩
は
気
も
留
め
な
い
う
ち
に
名
作
を
一
首
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
南
宋
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初
め
の
蒋
璨
は
つ
ね
に
「
客
至
命
酒
、
即
席
賦
長
短
句
、
畀
歌
者
持
杯
勧
侑
、
巧
麗
清
新
、
不
襲
踏
前
人
一
言
一
句
（
客
至
れ
ば
酒
を

命
じ
、
即
席
に
長
短
句
を
賦
せ
し
め
、
歌
う
者
を
し
て
杯
を
持
し
勧
侑
せ
し
む
れ
ば
、
巧
麗
清
新
、
前
人
の
一
言
一
句
を
襲
踏
せ
ず
）
」
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る

（
７
７
）

。
こ
の
よ
う
な
風
韻
に
充
ち
た
出
来
事
は
後
に
蒋
氏
の
墓
志
銘
に
記
さ
れ
、
当
時
人
を
羨
し
が
ら
せ
た
出
来
事
だ
っ
た
こ
と
が

伺
え
る
。
蘇
軾
が
徐
州
の
知
事
を
し
て
い
る
時
、
黄
河
が
決
壊
し
、
彼
は
軍
と
人
民
を
率
い
て
堤
防
を
築
き
洪
水
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
後
、
上
巳
の
日
に
宴
会
を
開
い
て
堤
防
の
建
築
を
祝
っ
た
が
、
そ
の
際
、
一
人
の
歌
妓
が
「
自
古
上
巳
旧
詞
多
矣
、
未

有
楽
新
堤
而
奏
雅
曲
、
願
得
一
闋
歌
公
之
前
（
古
え
よ
り
上
巳
の
旧
詞
多
け
れ
ど
、
未
だ
新
堤
を
楽
し
み
て
雅
曲
を
奏
す
る
こ
と
有
ら
ず
、
願
わ
く

ば
一
闋
を
得
て
公
の
前
に
て
歌
わ
ん
）
」
と
言
っ
た
。
蘇
軾
は
そ
の
場
で
「
満
江
紅
」
（
東
武
城
南
）
を
作
り
、
「
俾
妓
歌
之
、
座
客
歓
甚

（
妓
を
し
て
之
を
歌
わ
し
む
れ
ば
、
座
客
歓
ぶ
こ
と
甚
し
）

」
で
あ
っ
た
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る

（
７
８
）

。 

 

も
し
客
人
が
詞
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、
主
人
は
普
通
客
人
に
そ
の
場
で
詞
を
作
る
よ
う
頼
ん
だ
。
例
え
ば
、
黄
人
傑
「
満

江
紅
」
詞
序
に
は
、
「
連
師
閣
学
侍
郎
章
公
燕
客
奕
濠
、
漾
舟
荷
香
中
、
景
物
満
前
、
索
詞
、
因
賦
（
連
師
閣
学
侍
郎
章
公
燕
客
す
る
こ

と
奕
濠
に
し
て
、
舟
を
荷
香
の
中
に
漾
べ
、
景
物
前
に
満
ち
、
詞
を
索
む
れ
ば
、
因
り
て
賦
す
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
『
全
宋
詞
』
第
二
〇
一
八
頁
）
。

舟
に
居
合
わ
せ
た
宴
会
の
客
は
、
波
に
し
た
が
っ
て
た
だ
よ
い
、
美
し
い
景
色
を
気
持
ち
よ
く
観
賞
し
な
が
ら
、
美
酒
を
味
わ
い
つ

つ
、
歌
妓
の
歌
唱
を
聞
い
た
。
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
は
、
仮
に
宴
会
の
主
人
が
詞
を
求
め
ず
と
も
、
才
能
あ
る
詞
人
に
は
詞
を
創

作
す
る
衝
動
を
抑
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
曾
覿
「
柳
梢
青
」
詞
序
に
は
、
「
臨
安
春
会
、
泛
舟
湖
中
、
胡
師
索
詞
、
因
賦
（
臨
安
の
春

会
、
舟
を
湖
中
に
泛
べ
、
胡
師
詞
を
索
む
れ
ば
、
因
り
て
賦
す
）
」
の
よ
う
に
、
先
の
例
に
よ
く
似
た
光
景
が
記
さ
れ
て
い
る
（
『
全
宋
詞
』
第

一
三
一
五
頁
）
。 

 

歌
妓
が
進
ん
で
客
人
に
向
か
っ
て
詞
を
求
め
る
場
合
も
あ
っ
た
。
歌
妓
が
宴
会
の
席
で
客
に
向
か
っ
て
詞
を
求
め
る
様
子
は
、
宋

詞
の
中
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
少
な
い
こ
と
で
は
な
い

（
７
９
）

。
例
え
ば
、
次
に
挙
げ
る
四
例
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
「
劉
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宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

平
叔
出
家
妓
八
人
、
絶
芸
、
乞
詞
贈
之

（
８
０
）

（
劉
平
叔
家
妓
八
人
を
出
だ
す
、
絶
芸
な
り
、
詞
を
乞
え
ば
之
に
贈
る
）

」
、
「
官
妓
有
名
小
者
、
坐

中
乞
詞

（
８
１
）

（
官
妓
に
名
小
な
る
者
有
り
、
坐
中
詞
を
乞
う
）
」
、
「
劉
徳
輿
餞
別
元
益
、
余
亦
預
席
。
酔
中
諸
姫
索
詞
、
為
賦
一
闋

（
８
２
）

（
劉
徳
輿
元

益
に
餞
別
す
、
余
も
亦
た
席
に
預
か
る
。
酔
中
諸
姫
詞
を
索
む
れ
ば
、
為
に
一
闋
を
賦
す
）

」
、
「
坐
前
数
妓
乞
詞
而
歌
、
以
勧
大
白
。
因
有
所

感
、
再
和
前
韻

（
８
３
）

（
坐
前
の
数
妓
詞
を
乞
い
て
歌
い
、
以
て
大
白
に
勧
む
。
感
ず
る
所
有
る
に
因
り
て
、
再
び
前
韻
に
和
す
）
」
、
と
そ
れ
ぞ
れ
あ
る

通
り
で
あ
る
。 

 

も
し
主
人
が
酒
宴
に
参
加
す
る
賓
客
一
同
に
詞
を
賦
す
る
よ
う
に
頼
め
ば
、
そ
れ
は
客
に
う
さ
晴
ら
し
を
し
て
楽
し
ま
せ
る
ば
か

り
で
な
く
、
お
互
い
の
才
を
比
べ
る
、
つ
ま
り
そ
の
場
で
詞
を
作
っ
て
競
い
あ
う
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
詞
人
た

ち
は
お
の
ず
と
全
て
の
力
を
出
し
切
っ
て
、
人
よ
り
も
抜
き
ん
出
て
、
才
能
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
「
淳

祐
間
、
丹
陽
太
守
重
修
多
景
楼
、
高
宴
落
成
、
一
時
席
上
皆
湖
海
名
流
。
酒
余
、
主
人
命
妓
持
紅
箋
征
諸
客
詞
、
秋
田
李
演
広
翁
詞

先
成
、
衆
人
驚
賞
、
為
之
閣
筆
（
淳
祐
の
間
、
丹
陽
太
守
多
景
楼
を
重
修
す
、
高
宴
落
成
し
、
一
時
席
上
は
皆
湖
海
の
名
流
な
り
。
酒
余
、
主
人
妓
に

命
じ
て
紅
箋
を
持
ち
諸
客
に
詞
を
征つ

の

ら
し
む
、
秋
田
李
演
広
翁
の
詞
先
ず
成
る
、
衆
人
驚
賞
し
、
之
が
為
に
筆
を
閣お

く
）
」
と
い
う
事
例
が
あ
る

（
８
４
）

。
衆

人
が
「
驚
賞
」
し
た
と
き
の
喝
采
の
中
に
い
た
こ
と
に
思
い
を
は
せ
る
と
、
作
者
は
ど
れ
ほ
ど
満
足
し
て
心
地
よ
か
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
こ
の
娯
楽
の
全
体
の
雰
囲
気
は
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
楽
し
く
熱
烈
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

歌
妓
が
詞
を
歌
う
の
は
、
人
を
悦
ば
せ
、
酒
席
の
雰
囲
気
を
賑
や
か
な
も
の
へ
と
仕
立
て
る
た
め
で
あ
る
。
い
つ
も
古
い
作
品
ば

か
り
を
歌
っ
て
は
、
人
を
魅
了
す
る
力
に
欠
け
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
宴
会
の
主
人
や
客
人
に
特
別
な
用
意
と
要
求
が
な
け
れ

ば
、
歌
妓
が
歌
う
と
き
に
は
で
き
う
る
限
り
新
し
い
詞
を
選
ん
だ
。
宋
詞
で
は
た
び
た
び
こ
の
点
に
言
及
さ
れ
て
い
て
、
「
別
翻
舞

袖
按
新
詞（

８
５
）

（
別
に
舞
袖
を
翻
し
新
詞
を
按
ず
）
」
、
「
唱
我
新
詞 

掩
着
面
児
哭

（
８
６
）

（
我
が
新
詞
を
唱
い 

面
児
を
掩
い
着つ

づ

け
て
哭
く
）
」
、
「
催

唱
新
詞 

不
応
頻
揺
手

（
８
７
）

（
新
詞
を
唱
う
を
催
す
も 

応
ぜ
ず
し
て
頻
り
に
手
を
揺
る
）
」
な
ど
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
宋
人
の
詩
に
も
、
「
妓



－98－ 

唱
新
填
曲 

僮
分
旋
碾
茶
（
妓
は
唱
う
新
填
の
曲 

僮
は
分
か
つ
旋
碾
の
茶
）
」
と
同
じ
よ
う
な
光
景
が
描
か
れ
て
い
る

（
８
８
）

。
詞
人
の
新
作
は
、

最
初
は
こ
の
よ
う
に
美
麗
で
聴
衆
を
感
動
さ
せ
る
歌
手
た
ち
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
。 

 

宋
詞
の
歌
唱
法
に
は
様
々
な
方
法
が
あ
る
。
陶
宗
儀
『
南
村
輟
耕
録
』
巻
二
十
七
「
唱
曲
門
戸
」
に
は
「
小
唱
・
寸
唱
・
慢
唱
・

壇
唱
・
歩
虚
・
道
情
・
撒
煉
・
帯
煩
・
瓢
叫
」
な
ど
、
九
種
の
名
前
を
載
せ
る

（
８
９
）

。
こ
れ
ら
の
歌
唱
法
に
お
い
て
、
互
い
に
ど
の
よ
う

な
違
い
が
あ
る
か
は
、
今
日
と
な
っ
て
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
と
し
な
い
。 

 

そ
の
中
の
「
小
唱

（
９
０
）

」
が
、
当
時
比
較
的
に
流
行
し
た
歌
い
方
で
あ
り
、
主
に
小
令
と
慢
曲
と
を
歌
っ
た
。
呉
自
牧
は
「
小
唱
」
は

「
但
唱
令
曲
小
詞
（
但
だ
令
曲
小
詞
を
唱
う
）

」
と
述
べ
る

（
９
１
）

。
灌
園
耐
得
翁
は
、
「
唱
叫
小
唱
、
謂
執
板
唱
慢
曲
・
曲
破
、
大
率
重
起
軽

殺
、
故
曰
浅
斟
低
唱
。
与
四
十
大
曲
舞
旋
為
一
体
（
唱
は
小
唱
と
叫
ぶ
、
板
を
執
り
慢
曲
・
曲
破
を
唱
う
を
謂
う
、
大
率

お
お
む
ね

重
く
起
こ
り
軽
く
殺お

わ

る
、
故
に
曰
わ
く
浅
斟
低
唱
と
。
四
十
大
曲
舞
旋
と
一
体
為
り
）
」
と
述
べ
て
い
る

（
９
２
）

。
こ
の
文
の
大
意
は
、
小
唱
と
は
板
を
手
に
取
っ
て
慢
詞

を
歌
い
、
一
般
的
に
初
め
は
音
を
重
々
し
く
結
び
は
軽
く
柔
ら
か
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
「
浅
斟
低
唱
」
の
説
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る

（
９
３
）

。
張
炎
も
「
小
唱
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
り
、
「
小
唱
、
須
得
声
字
清
円
、
以
唖
篳
篥
合
之
、
其
音
甚

正
、
簫
則
弗
及
也
（
小
唱
、
須
ら
く
声
字
の
清
円
を
得
べ
く
、
唖
篳
篥
を
以
て
之
に
合
わ
す
、
其
の
音
甚
だ
正
に
し
て
、
簫
は
則
ち
及
ば
ざ
る
な
り
）
」
、

つ
ま
り
小
唱
は
字
を
口
に
す
る
時
清
ん
で
は
っ
き
り
し
、
声
は
清
ん
で
や
わ
ら
か
く
な
い
と
い
け
な
い
、
そ
し
て
唖
篳
篥
を
用
い
て

伴
奏
す
る
の
が
最
も
良
い
、
と
述
べ
て
い
る

（
９
４
）

。 

 

宋
元
の
書
籍
で
説
く
「
小
唱
」
は
、
た
い
て
い
女
性
の
歌
唱
を
指
す
。
孟
元
老
『
東
京
夢
華
録
』
巻
五
「
京
瓦
伎
芸
」
で
は
、
北

宋
末
汴
京
の
瓦
市
で
「
小
唱
」
を
得
意
と
し
て
い
た
も
の
に
は
、
李
師
師
・
徐
婆
惜
・
封
宜
奴
・
孫
三
四
な
ど
が
い
た
と
記
す

（
９
５
）

。
名

前
か
ら
考
え
る
と
、
そ
れ
ら
は
全
て
女
性
に
ち
が
い
な
い
。
周
密
『
癸
辛
雑
識
』
別
集
巻
下
に
は
、
慶
元
年
間
に
何
氏
の
娘
が
「
善

小
唱
・
嘌
唱
、
凡
唱
得
五
百
余
曲
（
小
唱
・
嘌
唱
に
善
し
、
凡
そ
五
百
余
曲
を
唱
い
得
た
り
）
」
で
あ
っ
た
と
載
せ
る

（
９
６
）

。
こ
の
「
小
唱
に
善
」
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宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

き
者
は
、
現
在
の
言
い
方
か
ら
す
る
と
、
す
べ
て
当
時
の
流
行
歌
の
有
名
女
性
歌
手
で
あ
る
。 

 
〞
小
唱
″
と
は
、
普
通
板
を
手
に
取
り
楽
器
の
伴
奏
を
伴
わ
ず
歌
う
こ
と
を
指
す
。
司
馬
槱
「
黄
金
縷
」
に
「
檀
板
清
歌 

唱
徹

黄
金
縷
（
檀
板
も
て
清
歌
し 

唱
い
徹
す
黄
金
縷
）

」
（
『
全
宋
詞
』
第
六
九
六
頁
）

と
あ
り
、
趙
福
元
「
鷓
鴣
天
・
贈
歌
妓
」
の
「
歌
翻
檀

口
朱
桜
小 
拍
弄
紅
牙
玉
筍
繊
（
歌
檀
口
に
翻
れ
ば
朱
桜
小
さ
く 

紅
牙
を
拍
弄
す
れ
ば
玉
筍
繊
な
り
）

」
（
『
全
宋
詞
』
第
二
六
五
二
頁
）
も
、

よ
く
似
た
光
景
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
楽
器
の
伴
奏
が
あ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
李
光
「
南
歌
子
・
重
九
日
宴
瓊
台
」
の
「
玉
人
低
唱

管
弦
催
（
玉
人
低
く
唱
い
管
弦
催
さ
る
）

」
（
『
全
宋
詞
』
第
七
八
五
頁
）
と
無
名
氏
「
瀟
湘
静
」
の
「
嬌
唱
倚
繁
弦 

瓊
枝
砕 

軽
迴
雲
袖

（
嬌
唱
し
繁
絃
に
倚
れ
ば 

瓊
枝
砕
か
れ 

軽
く
雲
袖
を
迴
す
）
」
（
『
全
宋
詞
』
第
三
六
五
六
頁
）
は
、
す
べ
て
〞
玉
人
″
た
る
歌
妓
が
〞
管
弦
″

楽
器
の
伴
奏
の
も
と
、
な
ま
め
か
し
く
低
い
声
で
歌
っ
て
い
た
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
彭
元
遜
「
蝶
恋
花
」
詞
で
は
「
簾
外
清
歌
廉

底
和 

自
理
琵
琶 

不
用
笙
簧
佐
（
簾
の
外
は
清
歌
し
廉
の
底う

ち

は
和
す 

自
ら
琵
琶
を
理
し
て 

笙
簧
の
佐
け
を
用
い
ず
）
」
と
あ
る
よ
う
に
（
『
全

宋
詞
』
第
三
三
一
五
頁
）
、
直
接
琵
琶
を
用
い
て
伴
奏
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
歌
妓
が
自
ら
琵
琶
を
弾
き
つ
つ
歌
う
と
述
べ
て
い
る
。
加

え
て
、
一
種
類
の
楽
器
に
止
ま
ら
ず
、
多
く
の
種
類
の
楽
器
を
合
奏
、
あ
る
い
は
順
番
で
演
奏
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
呉
文
英
が
湖

を
遊
覧
す
る
集
い
を
催
し
た
際
、
筝
・
笙
・
琵
琶
・
方
響
の
四
つ
の
楽
器
の
演
奏
が
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
の
「
還
京
楽
」
詞
の
序
に

は
、
「
友
人
汎
湖
、
命
楽
工
以
筝
・
笙
・
琵
琶
・
方
響
畳
奏
（
友
人
湖
に
汎
べ
、
楽
工
に
命
じ
て
筝
・
笙
・
琵
琶
・
方
響
を
以
て
畳
奏
せ
し
む
）
」

と
み
え
て
い
る
（
『
全
宋
詞
』
第
二
八
八
八
頁
）
。 

 

「
小
唱
」
の
過
程
で
、
舞
踏
の
動
作
を
行
な
う
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
玉
人
清
唱 

舞
袖
低
回
雪

（
９
７
）

（
玉
人
清
唱
し 

舞

袖
低
れ
て
雪
を
回
ら
す
）

」
、
「
清
歌
妙
舞
擁
紅
炉

（
９
８
）

（
清
歌
妙
舞
紅
炉
を
擁
す
）
」
、
「
繊
腰
妙
舞
縈
回
雪 

皓
歯
清
歌
遏
住
雲

（
９
９
）

（
繊
腰
妙
舞

雪
を
縈
回
し 

皓
歯
清
歌
雲
を
遏
住
す
）
」
、
「
清
歌
妙
舞
両
無
倫

（
１
０
０
）

（
清
歌
妙
舞
両
つ
な
が
ら
倫
無
し
）
」
な
ど
の
句
か
ら
簡
単
に
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
詞
の
中
で
「
清
唱
」
・
「
清
歌
」
と
「
妙
舞
」
と
を
並
べ
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
歌
い
な
が
ら
舞
う
、
も
し
く
は
歌
う
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者
と
舞
う
者
が
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
洪
邁
『
夷
堅
志
』
甲
志
巻
七
「
鄧
興
詩
」
に
は
あ
る
宴
会
の
様
子
を
載
せ
、
そ
の
中
で
「
侍

姫
十
数
輩
」
が
「
分
列
左
右
、
或
歌
或
舞
（
左
右
に
分
列
し
、
或
い
は
歌
い
或
い
は
舞
う
）
」
と
記
し
て
い
る

（
１
０
１
）

。
こ
の
「
或
歌
或
舞
」
と
は
、

十
数
名
の
歌
妓
は
左
右
両
方
に
分
か
れ
て
列
を
成
し
、
あ
る
も
の
は
歌
い
あ
る
も
の
は
舞
う
、
と
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
だ
。 

 

歌
い
手
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
当
時
は
一
人
で
独
唱
す
る
も
の
と
大
勢
で
合
唱
す
る
方
式
と
が
あ
っ
た
。
上
で
引
い
た
「
小
唱
」

の
い
く
つ
か
の
詞
に
お
け
る
例
は
、
ほ
と
ん
ど
が
独
唱
で
あ
る
。
合
唱
に
つ
い
て
は
時
折
記
載
が
見
ら
れ
、
例
え
ば
鎮
江
の
多
景
楼

が
落
成
し
た
時
、
張
考
祥
が
そ
の
場
で
一
詞
を
賦
し
、
「
命
妓
合
唱
（
妓
に
命
じ
て
合
唱
せ
し
め
）
」
た
と
い
う
記
録
が
あ
る

（
１
０
２
）

。
「
合
唱
」

は
ま
た
「
群
唱
」
と
も
言
う
。
南
宋
楊
冠
卿
「
東
坡
引
」
詞
序
に
は
、
夢
の
中
で
一
人
の
貴
公
子
が
「
命
小
吏
呼
姝
麗
十
数
輩
至
、

囲
一
方
台
而
立
、
相
与
群
唱
、
声
甚
凄
楚
（
小
吏
に
命
じ
て
姝
麗
十
数
輩
を
呼
び
て
至
ら
し
め
、
一
方
台
を
囲
み
て
立
ち
、
相
与
に
群
唱
せ
し
む
れ

ば
、
声
は
甚
だ
凄
楚
な
り
）
」
と
記
さ
れ
る
（
『
全
宋
詞
』
第
一
八
六
四
頁
）
。
こ
の
と
き
「
群
唱
」
さ
れ
た
詞
は
、
す
べ
て
楊
冠
卿
が
作
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
夢
を
記
し
た
作
品
で
は
あ
る
が
、
現
実
の
生
活
の
中
で
も
あ
り
得
る
こ
と
だ
ろ
う
。
南
宋
末
の
馮
取
洽

「
沁
園
春
」
詞
と
蒋
捷
「
大
聖
楽
・
陶
成
之
生
日
」
詞
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
難
忘
処 

是
陽
春
一
曲 

群
唱
尊
前
（
忘
れ
難
き
処 

是
れ

陽
春
の
一
曲 

尊
前
に
群
唱
せ
る
こ
と
）
」
（
『
全
宋
詞
』
第
二
六
五
六
頁
）
、
「
更
聴
得
艶
拍
流
星 

慢
唱
寿
詞
初
了 

群
唱
蓮
歌
（
更
に
聴

き
得
た
り
流
星
を
艶
拍
す
る
を 

寿
詞
を
慢
唱
す
る
こ
と
初
め
て
了
わ
れ
ば 

蓮
歌
を
群
唱
す
）

」
（
『
全
宋
詞
』
第
三
四
三
四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

「
群
唱
」
に
つ
い
て
記
し
た
作
品
で
あ
る
。 

 

宮
廷
で
は
歌
妓
が
数
多
く
い
た
た
め
、
宮
中
で
詞
を
歌
う
と
き
は
し
ば
し
ば
合
唱
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
景
定
元
年
庚
申
（
一
二
六
〇
）

宮
中
で
は
陳
郁
（
号
は
蔵
一
）
が
作
っ
た
「
快
活
声
声
慢
」
を
群
唱
し
た
。 

庚
申
八
月
、
太
子
請
両
殿
幸
本
宮
清
霽
亭
、
賞
芙
蓉
木
犀
。
韶
部
頭
陳
盼
児
捧
牙
板
歌
「
尋
尋
覓
」
一
句
。
上
曰
、
「
愁
悶
之

詞
、
非
所
宜
聴
。
」
顧
太
子
曰
、
「
可
命
陳
蔵
一
即
景
撰
快
活
声
声
慢
。
」
先
臣
《
陳
郁
》
再
拝
承
命
、
五
進
酒
而
成
。
二
進
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宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

酒
、
数
十
人
已
郡
謳
矣
。
天
顔
大
悦
、
於
本
宮
官
属
支
賜
外
、
特
賜
百
匹
両
。
詞
曰
…
…
明
年
四
月
九
日
、
儲
皇
生
辰
、
令
述

「
宝
鼎
児
」
、
俾
本
宮
内
人
群
唱
為
寿

（
１
０
３
）

。 
（
庚
申
八
月
、
太
子
は
両
陛
下
に
本
宮
清
霽
亭
に
ご
行
幸
し
、
芙
蓉
木
犀
を
観
賞
さ
れ
る
よ
う
お
ね
が
い
し
た
。
韶
部
頭
の
陳
盼
児
は
牙
板
を
手
に
取

り
「
尋
尋
覓
」
〔
李
清
照
「
声
声
慢
」
の
冒
頭
句
〕
の
一
句
を
歌
っ
た
。
上
は
「
愁
悶
の
詞
は
、
聴
く
の
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
」
と
仰
っ
た
。
そ
し

て
太
子
を
顧
み
て
、
「
な
ら
ば
陳
蔵
一
に
こ
の
情
景
に
あ
わ
せ
「
快
活
声
声
慢
」
を
作
ら
せ
よ
う
。
」
と
お
命
じ
に
な
っ
た
。
先
臣
は
再
拝
し
て
命
を

賜
り
、
五
た
び
酒
を
勧
め
る
う
ち
に
作
っ
た
。
二
た
び
酒
を
勧
め
る
と
、
数
十
人
が
郡
唱
し
た
。
上
の
ご
尊
顔
は
大
い
に
悦
び
、
本
宮
に
お
い
て
官
は

元
々
賜
っ
て
い
た
以
上
の
位
に
就
き
、
特
に
百
匹
両
を
賜
っ
た
。
詞
に
曰
う
…
…
明
年
四
月
九
日
、
上
の
聖
誕
の
催
し
を
設
け
、
先
臣
に
は
「
宝
鼎
児
」

を
述
べ
さ
せ
、
本
宮
の
内
人
に
は
群
唱
し
こ
と
ほ
ぎ
と
さ
せ
た
。
） 

 

も
し
、
朝
会
や
聖
誕
な
ど
の
宮
廷
の
大
き
な
宴
会
で
あ
れ
ば
、
そ
の
催
し
の
規
模
は
非
常
に
大
き
い
。
各
種
楽
器
の
演
奏
や
演
目

が
行
な
わ
れ
る
様
子
は
、
ま
る
で
現
在
の
大
規
模
な
文
芸
の
夕
べ
と
同
じ
で
あ
る
。
詞
を
歌
唱
す
る
の
は
そ
の
中
の
部
分
的
な
演
目

に
す
ぎ
な
い
。
孟
元
老
『
東
京
夢
華
録
』
巻
九
で
は
、
宋
徽
宗
の
時
の
天
寧
節
《
徽
宗
の
誕
生
日
》
の
朝
会
の
上
演
の
様
子
と
過
程

と
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
当
時
朝
会
で
は
生
誕
を
祝
う
宴
会
の
儀
式
と
演
芸
の
上
演
と
を
一
つ
の
も
の
と
し
て
い
た
。
そ
の
広
大

壮
観
た
る
様
子
に
、
人
々
は
賛
嘆
の
声
を
挙
げ
た
。
上
演
の
演
目
は
、
令
詞
慢
曲
を
歌
唱
す
る
も
の
か
ら
戯
曲
を
踊
る
ま
で
、
ま
た

雑
技
百
戯
か
ら
相
撲
蹴
鞠
な
ど
の
体
育
の
競
争
ま
で
、
何
で
も
揃
っ
て
い
た
。
南
宋
周
密
『
武
林
旧
事
』
巻
一
「
聖
誕
」
に
も
理
宗

の
時
の
禁
中
で
の
誕
生
日
の
宴
会
に
お
け
る
上
演
の
演
目
表
が
記
さ
れ
て
い
る
。
演
目
表
に
は
楽
器
名
・
曲
名
・
演
者
の
名
前
ま
で

す
べ
て
一
つ
一
つ
列
挙
さ
れ
て
い
て
、
今
日
の
文
芸
上
演
の
演
目
表
と
大
体
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
時
の
上
演
は
、
よ
り
純
粋
な
歌
舞

音
楽
会
と
な
っ
て
い
て
、
傀
儡
・
百
戯
・
雑
劇
の
い
く
つ
か
が
た
ま
た
ま
織
り
込
ま
れ
た
以
外
は
、
主
要
な
出
し
物
は
音
楽
の
演
奏

と
歌
唱
で
あ
り
、
例
え
ば
「
延
寿
長
」
の
歌
曲
を
歌
う
な
ど
で
あ
っ
た
。 
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四 

歌
妓
の
歌
唱
が
宋
詞
の
発
展
に
与
え
た
影
響 

  

歌
妓
が
詞
を
歌
唱
し
伝
播
し
た
こ
と
は
、
宋
詞
の
発
展
に
深
い
影
響
を
与
え
た
。 

 

ま
ず
、
歌
妓
が
歌
唱
す
る
こ
と
で
詞
の
芸
術
的
魅
力
を
強
め
、
詞
の
社
会
へ
の
影
響
力
を
広
げ
た
。
つ
ま
り
、
詞
の
芸
術
的
魅
力

は
歌
妓
が
歌
唱
し
伝
播
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
引
い
た
王
炎
『
双
渓
詩
余
』
自
序
の
「
長
短
句
は
宜
し
く

歌
う
べ
き
も
宜
し
く
誦
す
べ
か
ら
ず
、
朱
唇
皓
歯
に
非
ざ
れ
ば
、
以
て
其
の
要
妙
の
声
を
発
す
る
無
し
」
と
い
う
言
葉
は
、
女
性
の

歌
妓
の
歌
唱
を
通
じ
て
、
は
じ
め
て
詞
特
有
の
芸
術
的
魅
力
を
存
分
に
広
く
示
す
こ
と
が
で
き
た
事
を
ま
さ
に
明
言
し
て
い
る
。
宋

代
に
お
い
て
、
詞
の
歌
唱
と
は
、
総
合
的
な
娯
楽
効
果
を
備
え
る
一
種
の
視
聴
芸
術
で
あ
っ
た
。
特
に
女
性
の
歌
妓
が
歌
唱
す
る
時

に
は
、
肉
体
の
動
作
に
よ
る
実
演
ば
か
り
で
な
く
、
麗
し
い
音
楽
の
伴
奏
も
あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
の
美
貌
と
艶
や
か
で
な
ま
め
か
し

い
姿
に
は
そ
れ
自
体
視
覚
的
な
衝
撃
力
を
持
ち
、
彼
女
た
ち
の
歯
切
れ
よ
く
し
な
や
か
な
歌
声
と
素
晴
ら
し
い
音
楽
の
伴
奏
に
も
、

聴
覚
的
に
人
々
を
動
か
す
力
が
備
わ
り
、
詞
の
本
文
に
は
言
葉
の
意
味
の
上
で
人
々
を
感
動
さ
せ
る
力
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
詞

は
当
時
に
お
い
て
は
実
演
性
・
音
楽
性
と
言
葉
の
意
味
と
が
一
つ
と
な
っ
て
融
和
し
、
目
と
耳
と
心
と
を
楽
し
ま
せ
る
功
能
を
一
つ

に
集
め
て
い
た
。
唐
宋
の
人
々
が
詞
を
〞
聴
″
く
審
美
感
と
感
受
性
は
後
世
の
人
々
が
詞
を
〞
読
″
む
感
受
性
と
は
完
全
に
一
致
せ

ず
、
今
日
我
々
が
流
行
音
楽
を
聴
く
感
受
性
と
大
体
同
じ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
両
宋
時
代
に
詞
を
受
容
す
る
者
は
、
お
お
よ
そ
公

私
の
宴
会
・
茶
楼
や
酒
屋
な
ど
の
娯
楽
の
場
所
で
共
に
視
聴
観
賞
し
た
の
で
あ
り
、
歌
い
演
じ
る
者
と
聴
衆
と
の
間
、
ま
た
聴
衆
と

聴
衆
と
の
間
に
は
、
互
い
に
一
体
と
な
っ
て
感
動
を
分
か
ち
合
う
よ
う
な
雰
囲
気
が
生
ま
れ
、
強
烈
な
〞
臨
場
感
″
が
存
在
し
た
こ

と
だ
ろ
う
。
張
先
「
泛
清
苕
」
詞
に
は
、
「
呉
娃
勧
飲
韓
娥
唱 

競
艶
容
・
左
右
皆
春
（
呉
娃
は
飲
む
を
勧
め
韓
娥
は
唱
う 

艶
容
を
競
い
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宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

て
左
右
皆
春
な
り
）
」
と
あ
り
（
『
全
宋
詞
』
第
八
十
二
頁
）
、
欧
陽
脩
「
減
字
木
蘭
花
」
に
も
、
「
歌
檀
斂
袂 

繚
繞
雕
梁
塵
暗
起 

柔

潤
清
円 

百
琲
明
珠
一
線
穿 

 

桜
脣
玉
歯 

天
上
仙
音
心
下
事 

留
往
行
雲 

満
坐
迷
魂
酒
半
醺
（
歌
檀
袂
を
斂
む 

雕
梁
を
繚
繞
し

て
塵
暗
か
に
起
こ
る 

柔
潤
清
円 

百
琲
の
明
珠
一
線
の
穿 

 

桜
脣
玉
歯
に 

天
上
の
仙
音
心
下
の
事
あ
り 

行
雲
を
留
往
す
れ
ば 

満
坐
迷
魂
し
て

酒
半
ば
醺
う
）
」
と
あ
る
（
『
全
宋
詞
』
第
一
二
四
頁
）
。
ま
た
、
向
子
諲
「
浣
渓
沙
」
も
、
「
歌
罷
碧
天
零
影
乱 

舞
時
紅
袖
雪
花
飄 

幾

回
相
見
為
魂
銷
（
歌
罷
め
ば
碧
天
に
零
影
乱
れ 

舞
い
し
時
紅
袖
雪
花
飄
す 

幾
回
か
相
見
て
為
に
魂
銷
せ
ん
）
」
と
、
歌
を
聴
い
た
と
き
に
感
じ

た
こ
と
を
述
べ
る
（
『
全
宋
詞
』
第
九
七
五
頁
）
。
こ
の
三
者
の
「
左
右
皆
春
な
り
」
・
「
満
座
迷
魂
す
」
・
「
幾
回
」
の
「
魂
消
」
と

い
う
表
現
は
、
す
べ
て
違
っ
た
角
度
か
ら
当
時
〞
現
場
″
で
歌
を
聞
い
た
者
の
芸
術
的
体
験
を
表
現
し
て
お
り
、
か
よ
う
な
雰
囲
気

で
の
娯
楽
性
・
刺
激
性
は
、
お
の
お
の
が
一
人
で
詩
文
を
鑑
賞
す
る
時
の
も
の
と
は
比
べ
よ
う
が
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
宋
代
に
お

い
て
詞
は
詩
歌
よ
り
も
市
民
大
衆
か
ら
歓
迎
愛
好
さ
れ
、
当
時
の
社
会
の
文
化
娯
楽
に
お
い
て
最
も
主
に
消
費
さ
れ
た
形
式
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
詞
が
多
く
の
文
学
形
式
の
中
で
次
第
に
宋
人
か
ら
最
も
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
主
と
し

て
女
性
の
歌
妓
が
優
美
に
歌
っ
て
詞
を
伝
え
、
深
い
愛
情
を
こ
め
て
表
現
し
た
こ
と
に
よ
る
。
も
し
歌
妓
の
歌
唱
が
な
け
れ
ば
、
つ

ま
り
も
し
詞
が
五
・
七
言
の
詩
歌
と
同
じ
よ
う
に
た
だ
机
で
人
々
に
読
ま
れ
て
い
た
ら
、
宋
詞
は
か
よ
う
に
広
汎
で
強
烈
な
社
会
効

果
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
社
会
の
文
化
娯
楽
に
お
い
て
中
心
的
な
位
置
を
占
め
、
社
会
の
各
階
層
か
ら
の
関
心
と
愛
好

を
受
け
る
こ
と
も
ま
た
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

 

宋
詞
の
娯
楽
性
が
強
く
な
り
広
く
普
及
す
る
と
、
詞
の
創
作
に
対
す
る
社
会
の
広
範
な
要
求
を
刺
激
し
広
げ
た
は
ず
で
あ
る
。
一

年
ま
た
一
年
、
一
日
ま
た
一
日
と
公
私
の
宴
会
で
歌
唱
す
る
だ
け
で
も
、
大
量
の
〞
新
詞
″
を
必
要
と
し
て
い
た
。
詞
が
日
を
追
っ

て
流
行
し
広
く
唱
い
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
た
詞
人
の
社
会
的
知
名
度
を
高
め
、
詞
人
に
広
い
社
会
的
栄
誉
を
も
た
ら
し
た
。
柳

永
の
「
鶴
冲
天
」
詞
に
あ
る
「
才
子
詞
人 

自
是
白
衣
卿
相
（
才
子
の
詞
人 

自
ず
か
ら
是
れ
白
衣
の
卿
相
な
り
）
」
と
は
、
不
平
の
語
気
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の
中
に
も
い
く
ら
か
の
自
信
を
吐
露
し
て
い
て
、
平
民
〞
詞
人
″
の
名
声
は
、
廟
堂
の
上
に
い
る
卿
相
に
匹
敵
し
う
る
も
の
だ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
北
宋
で
は
、
柳
永
の
名
は
確
か
に
天
下
に
満
ち
、
上
は
皇
帝
宰
相
ま
で
、
下
は
平
民
百
姓
か
ら
和
尚
道
士
に
い
た

る
ま
で
、
皆
が
彼
の
〞
追
星
族
〔
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
〕
″
で
あ
っ
た
し

（
１
０
４
）

、
周
辺
の
西
夏
で
さ
え
「
凡
有
井
水
飲
処
、
即
能
歌
柳
詞
（
凡

そ
井
水
の
飲
む
処
有
ら
ば
、
即
ち
能
く
柳
詞
を
歌
う
）
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た

（
１
０
５
）

。
蘇
軾
は
更
に
「
名
満
天
下
（
名
は
天
下
に
満
ち
）
」
、
一
た
び

「
新
詞
」
が
あ
れ
ば
「
京
師
便
伝
（
京
師
便
ち
伝
う
）

」
だ
っ
た

（
１
０
６
）

。
黄
庭
堅
も
「
名
重
天
下
、
詩
詞
一
出
、
人
争
伝
之
（
名
は
天
下
に
重

ん
ぜ
ら
れ
、
詩
詞
一
た
び
出
づ
れ
ば
、
人
争
い
て
之
を
伝
う
）
」
で
あ
っ
た
と
い
う

（
１
０
７
）

。
周
邦
彦
も
当
時
は
「
楽
府
独
歩
。
貴
人
学
士
、
市
儇
妓

女
、
知
美
成
詞
為
可
愛
（
楽
府
に
独
歩
た
り
。
貴
人
学
士
、
市
儇
妓
女
、
美
成
の
愛
す
べ
き
為
る
を
知
る
）
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た

（
１
０
８
）

。
社
会
の
需

要
が
拡
大
し
詞
人
の
名
声
が
上
が
る
こ
と
で
、
詞
人
の
創
作
へ
の
情
熱
は
ま
た
か
き
た
て
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
宋
人
の
詞
の
創
作

量
は
唐
五
代
の
者
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
く
、
辛
棄
疾
・
蘇
軾
・
劉
辰
翁
・
呉
文
英
・
趙
長
卿
・
張
炎
の
わ
ず
か
六
人
の
現
存
す
る
詞

の
創
作
量
は
、
唐
五
代
三
百
年
以
上
の
全
て
の
詞
人
の
創
作
量
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り

（
１
０
９
）

、
こ
れ
は
当
時
の
社
会
の
強
い
要
求
と
切
り
離

す
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
伝
播
は
創
作
と
連
動
す
る
関
係
と
な
り
、
詞
の
伝
唱
は
そ
の
創
作
と
発
展
を
促
し
た
の
で
あ
る
。 

 

つ
い
で
、
歌
妓
の
歌
唱
は
、
宋
詞
が
題
材
の
傾
向
と
風
格
の
基
調
と
を
形
成
す
る
上
で
も
制
約
す
る
形
で
影
響
を
与
え
た
。
宋
人

は
女
性
の
詞
の
歌
唱
を
重
視
し
、
女
性
の
歌
妓
が
歌
う
場
所
も
ま
た
大
半
は
娯
楽
性
と
憂
さ
晴
ら
し
と
を
主
と
す
る
宴
会
の
酒
席
、

歌
楼
妓
院
で
あ
り
、
聴
衆
も
こ
こ
に
足
を
運
ぶ
主
な
目
的
は
感
覚
の
刺
激
を
求
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
公
演
の
雰
囲
気

と
歌
唱
す
る
者
た
る
歌
妓
の
身
分
と
に
合
わ
せ
る
に
は
、
詞
の
題
材
は
刺
激
性
を
帯
び
、
艶
や
か
で
人
の
心
を
動
か
す
女
性
と
そ
の

容
色
と
を
表
現
す
る
こ
と
に
の
み
適
し
て
い
た
。
唐
五
代
詞
と
北
宋
の
柳
永
・
晏
殊
・
晏
幾
道
・
欧
陽
脩
・
秦
観
・
周
邦
彦
な
ど
い

わ
ゆ
る
〞
本
色
″
〞
当
行
″
詞
人
の
詞
は
、
多
く
は
女
性
を
吟
詠
の
対
象
と
し
て
、
女
性
の
姿
と
情
感
と
を
表
現
し
て
い
た
。
そ
し

て
こ
の
こ
と
は
、
詞
を
消
費
す
る
環
境
及
び
受
容
す
る
対
象
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
夏
承
燾
先
生
は
つ
と
に
こ
の
点
に
注
意
さ
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宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

れ
、
温
庭
筠
詞
の
多
く
は
「
宮
廷
・
権
貴
の
邸
宅
で
歌
妓
が
歌
う
た
め
に
書
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
歌
を
歌
う
者
と
歌
を
聴
く
者
の
身

分
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
詞
の
風
格
が
婉
転
・
隠
約
へ
と
傾
い
た
の
だ
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る

（
１
１
０
）

。 

 

女
性
の
歌
唱
は
、
穏
や
か
で
美
し
い
。
呉
自
牧
は
す
で
に
「
唱
令
曲
小
詞
、
須
是
声
音
軟
美
（
令
曲
小
詞
を
唱
す
る
に
、
須
是

す
べ
か

ら
く
声
音

は
軟
美
な
る
べ
し
）
」
と
そ
の
点
に
言
及
し
て
い
る

（
１
１
１
）

。
宋
詞
で
女
性
の
歌
唱
を
描
写
す
る
と
き
に
は
、
「
嬌
吪
道
字
歌
声
柔

（
１
１
２
）

（
嬌
吪
字
を

道
い
て
歌
声
柔
ら
か
し
）
」
、
「
語
声
嬌
軟
帯
児
痴

（
１
１
３
）

（
語
声
嬌
軟
に
し
て
児
痴
を
帯
ぶ
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
常
々
彼
女
た
ち
の
声
が
低
く
て

小
さ
く
ま
た
柔
ら
か
い
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
女
性
の
柔
ら
か
な
歌
声
は
、
必
然
的
に
歌
詞
の
風
格
の
基
調
が
婉
転
嫵
媚
〔
穏
や

か
で
艶
や
か
〕
で
あ
る
こ
と
を
求
め
、
そ
の
よ
う
に
歌
唱
し
た
時
に
初
め
て
調
和
が
取
れ
、
音
調
と
情
調
と
が
共
に
優
れ
る
と
い
う

芸
術
的
な
効
果
に
ま
で
到
達
で
き
る
。
宋
末
の
劉
将
孫
は
、
「
歌
喉
所
為
喜
於
諧
婉
者
、
或
玩
辞
者
所
不
満
。
騒
人
墨
客
楽
称
道
之

者
、
又
知
音
者
有
所
不
合
（
歌
喉
の
為
す
所
の
諧
婉
を
喜
ぶ
者
は
、
或
い
は
辞
を
玩
す
る
者
の
満
ち
ざ
る
所
あ
り
。
騒
人
墨
客
の
称
道
す
る
を
楽
し
む

の
者
、
又
知
音
の
者
の
合
わ
ざ
る
所
有
り
）
」
と
記
す
が

（
１
１
４
）

、
女
性
の
歌
声
が
要
求
す
る
の
は
「
諧
婉
」
、
つ
ま
り
婉
転
嫵
媚
の
状
態
で
あ
る
、

と
説
明
す
る
。
元
・
燕
南
芝
庵
『
唱
論
』
「
凡
唱
所
忌
」
に
「
男
不
唱
艶
詞
、
女
不
唱
雄
曲
（
男
は
艶
詞
を
唱
わ
ず
、
女
は
雄
曲
を
唱
わ
ず
）
」

と
い
う
が

（
１
１
５
）

、
こ
れ
も
ま
た
逆
に
、
当
時
の
女
性
が
詞
を
歌
う
場
合
、
女
性
的
で
柔
ら
か
な
麗
辞
と
調
子
を
持
つ
作
品
だ
け
を
歌
う
べ

き
で
、
勇
壮
奇
怪
か
つ
壮
大
な
「
雄
曲
」
を
歌
う
べ
き
で
は
な
い
、
と
説
い
て
い
る
。
愈
文
豹
『
酔
剣
続
録
』
に
見
え
る
有
名
な
故

事
に
は
、
柳
永
の
「
楊
柳
岸
・
暁
風
残
月
（
楊
柳
の
岸 

暁
風
残
月
）
」
〔
「
雨
霖
鈴
」
の
有
名
な
句
〕
は
、
齢
十
七
・
八
の
女
子
だ
け

が
紅
牙
板
を
手
に
と
っ
て
歌
唱
す
べ
き
で
、
蘇
軾
の
「
大
江
東
去
（
大
江
東
に
去
り
）

」
〔
「
念
奴
嬌
」
の
冒
頭
句
〕
は
関
西
の
偉
丈

夫
が
胴
の
琵
琶
や
鉄
板
を
持
っ
て
歌
唱
す
る
の
が
相
応
し
い
、
と
説
明
す
る
が

（
１
１
６
）

。
こ
れ
も
男
性
の
声
は
高
く
響
く
曲
を
歌
う
べ
き
で
、

女
性
の
声
は
柔
ら
か
な
調
子
の
も
の
を
歌
う
べ
き
だ
と
説
く
。
し
か
し
、
宋
代
で
は
女
性
の
声
で
歌
唱
す
る
の
が
主
だ
と
考
え
ら
れ
、

長
い
間
柔
ら
か
な
言
葉
と
調
子
に
慣
れ
た
の
で
、
人
々
は
次
第
に
〞
期
待
視
野
〔
こ
う
あ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
物
の
見
方
〕
″
を
作



－106－ 

り
上
げ
、
詞
と
は
柔
軟
が
本
質
・
正
統
で
あ
る
べ
き
で
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
本
物
・
玄
人
で
は
な
い
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
陳
師
道

『
後
山
詩
話
』
で
は
、
蘇
軾
詞
の
豪
放
は
「
雖
極
天
下
之
工
、
要
非
本
色
（
天
下
の
工
を
極
む
と
雖
も
、
要
は
本
色
に
非
ず
）
」
と
述
べ
て
い
る

（
１
１
７
）

。

そ
し
て
秦
観
の
よ
う
な
女
性
の
歌
妓
が
歌
唱
す
る
の
に
相
応
し
い
柔
ら
か
な
情
調
が
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
本
物
・
玄
人
だ
、
と

す
る
。
宋
末
の
劉
克
荘
も
、
「
長
短
句
当
使
雪
児
・
囀
春
鶯
輩
可
歌
、
方
是
本
色
（
長
短
句
は
当
使

も

し

雪
児
・
囀
春
鶯
の
輩
を
し
て
歌
う
べ
か

ら
し
む
れ
ば
、
方は

じ

め
て
是
れ
本
色
な
ら
ん
）
」
と
考
え

（
１
１
８
）

、
王
炎
「
双
渓
詩
余
自
序
」
も
、
「
長
短
句
命
名
曰
曲
、
取
其
曲
尽
人
情
、
惟
婉
転

嫵
媚
為
善
、
豪
壮
語
何
貴
焉
（
長
短
句
名
を
命
じ
て
曲
と
曰
う
、
其
の
曲
を
取
り
人
情
を
尽
く
し
て
、
惟
だ
婉
転
嫵
媚
も
て
善
と
為
す
、
豪
壮
の
語
何

ぞ
貴
か
ら
ん
や
）
」
と
同
じ
よ
う
な
意
見
を
表
す

（
１
１
９
）

。
柔
ら
か
で
美
し
く
ま
た
穏
や
か
で
あ
る
べ
し
と
い
う
宋
詞
に
お
け
る
風
格
の
確
立

及
び
本
色
と
い
う
観
念
の
形
成
と
、
女
性
歌
妓
の
歌
唱
と
は
互
い
に
因
果
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
南
宋
の
王
灼
は
「
今
人
独

り
女
音
の
み
重
ん
ず
」
と
述
べ
た
後
に
、
「
士
大
夫
所
作
歌
詞
、
亦
尚
婉
媚
（
士
大
夫
の
作
る
所
の
歌
詞
、
亦
た
婉
媚
を
尚
ぶ
）
」
と
は
っ

き
り
と
指
摘
し
て
い
る

（
１
２
０
）

。 

  

注 （
１
） 

王
灼
『
碧
鶏
漫
志
』
巻
一
、
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
八
年
版
、
第
五
十
七
頁
。 

（
２
） 

李
光
「
南
歌
子
・
重
九
日
宴
瓊
台
」
『
全
宋
詞
』
第
七
八
五
頁
、
中
華
書
局
一
九
八
〇
年
版
。 

（
３
） 

李
呂
「
満
庭
芳
」
、
『
全
宋
詞
』
第
一
四
七
八
頁
。 

（
４
） 

曾
惇
「
念
奴
嬌
・
送
淮
漕
銭
処
和
」
、
『
全
宋
詞
』
第
一
一
七
四
頁
。 

（
５
） 

王
炎
『
双
渓
詩
余
』
巻
首
、
『
四
印
斎
所
刻
詞
』
本
。 
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宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

（
６
） 

史
容
『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
十
三
、
黄
宝
華
点
校
本
『
山
谷
詩
集
注
』
、
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
〇
三
年
版
、
第
九
〇
三
頁
。 

（
７
） 

佚
名
『
靖
康
要
録
』
巻
九
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 

（
８
） 
周
密
『
斉
東
野
語
』
巻
十
、
中
華
書
局
一
九
八
三
年
版
、
第
一
八
九
頁
。 

（
９
） 

王
存
『
元
豊
九
域
志
』
表
に
お
い
て
当
時
北
宋
は
「
総
二
十
三
路
、
京
府
四
、
次
府
十
、
州
二
百
四
十
二
、
軍
三
十
七
、
監
四
、
県
一
千
二
百

三
十
五
」
と
言
っ
て
い
る
（
中
華
書
局
一
九
八
四
年
版
、
第
一
頁
）
。 

（
10
） 

呉
曾
『
能
改
齋
漫
録
』
巻
十
一
、
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
七
九
年
版
、
第
三
〇
七
頁
。 

（
11
） 

呂
本
中
『
軒
渠
録
』
、
宛
委
山
堂
本
『
説
郛
』
巻
三
十
四
、
上
海
古
籍
出
版
社
影
印
『
説
郛
三
種
』
、
第
一
五
七
七
頁
。
ま
た
、
『
蘇
軾
詩
集
』

巻
三
十
四
「
朝
雲
詩
并
引
」
に
自
ら
「
予
家
有
数
妾
、
四
五
年
相
継
辞
去
、
独
朝
雲
者
随
予
南
遷
」
と
い
う
が
（
中
華
書
局
一
九
八
二
年
版
、
第
二
〇

七
三
頁
）
、
こ
の
〞
数
妾
″
が
、
妓
妾
で
あ
る
。 

（
12
） 

『
宋
史
』
巻
四
百
一
十
八
「
文
天
祥
伝
」
、
中
華
書
局
一
九
七
七
年
版
、
第
一
二
五
三
四
頁
。 

（
13
） 

晁
補
之
『
鶏
肋
集
』
巻
六
十
五
「
右
朝
議
大
夫
梁
公
墓
志
銘
」
に
「
家
居
言
必
称
父
母
、
奉
身
倹
菲
、
無
声
妓
之
好
」
（
『
四
部
叢
刊
』
本
）
、

楊
時
「
宋
朝
散
大
夫
提
挙
舒
州
霊
仙
観
章
公
墓
」
に
「
公
平
生
無
声
伎
珍
奇
之
好
、
独
読
書
万
巻
」
（
『
呉
都
文
粋
続
集
』
補
遺
巻
上
に
載
せ
る
、
『
文

淵
閣
四
庫
全
書
』
本
）
、
孫
覿
『
鴻
慶
居
士
集
』
巻
三
十
三
「
宋
故
左
朝
請
大
夫
直
龍
図
閣
章
公
墓
志
銘
」
に
「
家
無
声
妓
之
奉
、
未
曾
一
日
去
書
不

読
」
（
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
）
、
袁
燮
『
契
斎
集
』
巻
十
九
「
胡
府
君
墓
志
銘
」
に
「
無
声
伎
之
奉
、
無
游
観
之
娯
、
無
戯
謔
之
語
」
（
『
文
淵

閣
四
庫
全
書
』
本
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
通
り
で
あ
る
。 

（
14
） 

江
少
虞
『
皇
朝
事
実
類
苑
』
巻
八
、
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
一
年
版
、
第
七
十
九
頁
。 

（
15
） 

蔡
正
孫
『
詩
林
広
記
』
後
集
巻
三
に
『
侯
鯖
録
』
、
中
華
書
局
一
九
八
二
年
版
、
第
二
四
一
頁
、
を
引
く
。 

（
16
） 

王
明
清
『
玉
照
新
志
』
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
一
年
版
、
第
四
十
五
頁
。 

（
17
） 

李
天
民
『
南
征
録
滙
』
に
靖
康
二
年
（
一
一
二
七
）
正
月
二
十
八
日
北
宋
滅
亡
後
に
「
開
封
府
饋
二
帥
蔡
京
童
貫
王
黼
家
歌
妓
各
二
十
四
人
」
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と
載
せ
る
。
崔
文
印
『
靖
康
卑
史
箋
証
』
巻
四
、
中
華
書
局
一
九
八
八
年
版
、
第
一
三
九
頁
に
見
え
る
。 

（
18
） 

熊
克
『
中
興
小
記
』
巻
十
八
で
は
朱
勝
非
『
閑
居
録
』
、
福
建
人
民
出
版
社
一
九
八
五
年
版
、
第
二
二
五
頁
、
を
引
く
。 

（
19
） 
洪
邁
『
夷
堅
志
』
三
志
辛
巻
一
、
中
華
書
局
一
九
八
一
年
版
、
第
一
三
九
一
頁
。 

（
20
） 

周
密
『
斉
東
野
語
』
巻
二
十
、
第
三
七
四
頁
。 

（
21
） 

王
邁
「
莆
陽
方
梅
叔
墓
志
銘
」
、
『
臞
軒
集
』
巻
十
一
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 

（
22
） 

「
羅
綺
」
は
歌
妓
を
指
し
、
史
書
で
は
こ
の
用
法
が
多
く
見
ら
れ
る
。
『
南
史
』
巻
七
十
七
「
茹
法
亮
伝
」
に
「
後
房
羅
綺
、
王
侯
不
能
及
」
、

『
旧
五
代
史
』
巻
六
十
四
「
朱
漢
賓
伝
」
に
「
笙
歌
羅
綺
、
日
以
自
娯
」
、
『
新
五
代
史
』
巻
七
十
二
「
契
丹
伝
」
に
「
燕
姫
趙
女
、
羅
綺
盈
廷
」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
あ
る
通
り
で
あ
る
。
別
に
鍾
振
振
「
〞
戸
盈
羅
綺
″
新
解
」
、
『
浙
江
師
範
学
院
学
報
』
一
九
八
三
年
版
第
一
期
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
23
） 

周
密
『
斉
東
野
語
』
巻
十
七
、
第
三
一
〇
頁
。 

（
24
） 

『
蘇
軾
詩
集
』
巻
十
一
、
中
華
書
局
一
九
八
二
年
版
、
第
五
四
〇
頁
。 

（
25
） 

史
容
『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
十
六
、
第
一
〇
一
五
頁
。 

（
26
） 

方
勺
『
泊
宅
編
』
巻
七
、
中
華
書
局
一
九
八
三
年
版
、
第
四
十
二
頁
。 

（
27
） 

周
輝
『
清
波
別
志
』
巻
三
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 

（
28
） 

『
全
宋
詩
』
第
四
十
五
冊
第
二
八
二
二
五
頁
。 

（
29
） 

『
全
宋
詞
』
第
二
六
九
九
頁
。 

（
30
） 

『
全
宋
詩
』
第
八
冊
第
五
一
六
八
頁
、
第
五
二
八
六
頁
。 

（
31
） 

葉
夢
得
『
石
林
避
暑
録
話
』
巻
二
、
上
海
書
店
一
九
九
〇
年
版
、
第
六
頁
。 

（
32
） 

『
全
宋
詩
』
第
二
十
二
冊
第
一
四
四
六
六
頁
、
第
六
十
八
冊
四
二
六
六
八
頁
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
見
え
る
。 

（
33
） 

葉
夢
得
『
石
林
燕
語
』
巻
五
、
中
華
書
局
一
九
八
四
年
版
、
第
六
十
八
頁
。 
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宋
詞
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口
頭
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る
伝
播
に
つ
い
て 

（
34
） 

李
燾
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
二
百
八
十
七
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 

（
35
） 

李
心
伝
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
巻
一
百
四
十
八
、
中
華
書
局
一
九
八
八
年
版
、
第
二
三
九
一
頁
。 

（
36
） 
李
心
伝
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
巻
一
百
七
十
二
、
第
二
八
二
五
頁
。 

（
37
） 

魏
野
「
王
知
府
李
殿
院
十
韻
」
、
『
東
観
集
』
巻
八
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 

（
38
） 

尹
洙
「
与
四
路
招
討
司
幕
府
李
諷
田
斐
元
積
中
書
二
首
」
、
『
河
南
先
生
文
集
』
巻
九
、
『
四
部
叢
刊
』
本
。 

（
39
） 

黎
靖
徳
『
朱
子
語
録
』
巻
九
十
二
、
中
華
書
局
一
九
八
六
年
版
、
第
二
三
四
九
頁
。 

（
40
） 

陳
造
「
記
黄
倡
」
、
『
江
湖
長
翁
集
』
巻
二
十
二
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 

（
41
） 

呉
子
良
「
晦
翁
按
唐
与
正
」
、
『
荊
渓
林
下
偶
談
』
巻
三
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 

（
42
） 

周
煇
『
清
波
雑
志
』
巻
五
、
中
華
書
局
一
九
九
四
年
版
、
第
一
九
七
頁
。 

（
43
） 

王
禹
稱
「
対
雪
示
嘉
祐
」
、
『
小
畜
集
』
巻
十
二
、
『
四
部
叢
刊
』
本
。 

（
44
） 

張
耒
「
效
白
体
二
首
」
、
『
張
耒
集
』
巻
二
十
四
、
中
華
書
局
一
九
九
〇
年
版
、
第
四
三
一
頁
。 

（
45
） 

呉
曾
『
能
改
齋
漫
録
』
巻
十
一
、
第
三
二
八
頁
。 

（
46
） 

葉
夢
得
『
石
林
燕
語
』
巻
四
、
第
六
十
頁
。 

（
47
） 

胡
仔
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』
後
集
巻
三
十
九
、
人
民
文
学
出
版
社
一
九
八
四
年
版
、
第
三
二
七
頁
。 

（
48
） 

洪
邁
『
夷
堅
志
』
支
志
戊
巻
九
、
中
華
書
局
一
九
八
一
年
版
、
第
一
一
二
三
頁
。 

（
49
） 

李
燾
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
七
十
三
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 

（
50
） 

葉
夢
得
『
石
林
避
暑
録
話
』
巻
二
、
第
九
頁
。 

（
51
） 

岳
珂
『
桯
史
』
巻
三
、
中
華
書
局
一
九
八
一
年
版
、
第
三
十
八
頁
。 

（
52
） 

王
灼
「
碧
鶏
漫
志
序
」
、
『
碧
鶏
漫
志
』
巻
首
、
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
八
年
版
、
第
五
十
頁
。 



－110－ 

（
53
） 

王
樣
『
燕
翼
詒
謀
録
』
巻
三
、
録
』
巻
三
、
中
華
書
局
一
九
八
一
年
版
、
第
二
十
三
頁
。
別
に
李
剣
亮
『
唐
宋
詞
与
唐
宋
歌
妓
制
度
』
第
三
十

八
―
三
十
九
頁
、
杭
州
大
学
出
版
社
一
九
九
九
年
版
、
を
参
照
の
こ
と
。 

（
54
） 
楊
時
「
語
録
」
、
『
亀
山
集
』
巻
十
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 

（
55
） 

呉
自
牧
『
夢
梁
録
』
巻
二
十
、
中
国
商
業
出
版
社
一
九
八
二
年
版
、
第
一
七
八
頁
。 

（
56
） 

周
密
『
武
林
旧
事
』
巻
六
、
中
国
商
業
出
版
社
一
九
八
二
年
版
、
第
一
一
八
―
一
二
〇
頁
。
一
部
の
文
字
は
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
に
よ
っ

て
補
っ
た
。 

（
57
） 

周
密
『
武
林
旧
事
』
巻
六
、
第
一
一
九
頁
。 

（
58
） 

呉
竜
翰
『
泊
蕪
湖
県
』
、
『
古
梅
遺
稿
』
巻
二
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 

（
59
） 

周
密
『
武
林
旧
事
』
巻
六
、
第
一
一
八
頁
。 

（
60
）
・
（
61
） 

劉
過
『
龍
洲
集
』
巻
七
、
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
七
八
年
版
、
第
五
十
九
頁
；
巻
六
、
第
四
十
二
頁
。 

（
62
） 

孟
元
老
『
東
京
夢
華
録
』
巻
二
、
中
国
商
業
出
版
社
一
九
八
二
年
版
、
第
十
七
頁
。 

（
63
） 

周
密
『
武
林
旧
事
』
巻
六
、
第
一
一
九
頁
。 

（
64
） 

程
穀
中
『
宋
元
小
説
家
話
本
集
』
、
斉
魯
書
社
二
〇
〇
〇
年
版
、
第
六
七
三
・
六
七
七
頁
。
こ
の
資
料
は
、
謝
桃
坊
先
生
が
最
初
に
用
い
、
著

書
『
宋
詞
辨
』
、
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
九
年
版
、
第
三
四
三
頁
、
に
見
え
る
。 

（
65
） 

呉
自
牧
『
夢
梁
録
』
巻
二
十
、
第
一
七
七
頁
。
ま
た
灌
園
耐
得
翁
『
都
城
紀
勝
』
中
国
商
業
出
版
社
一
九
八
二
年
版
、
第
九
頁
に
も
見
え
る
。 

（
66
） 

張
邦
基
『
墨
荘
漫
録
』
巻
八
、
中
華
書
局
二
〇
〇
二
年
版
、
第
二
二
二
頁
。 

（
67
） 

郭
祥
正
『
青
山
集
』
巻
二
十
三
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 

（
68
） 

文
瑩
『
湘
山
野
録
』
巻
下
、
中
華
書
局
一
九
八
四
年
版
、
第
四
十
四
頁
。 

（
69
） 

龔
明
之
『
中
呉
紀
聞
』
巻
一
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 
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宋
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よ
る
伝
播
に
つ
い
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（
70
） 

葛
勝
仲
「
浣
渓
沙
」
詞
序
「
少
蘊
内
翰
同
年
寵
速
、
且
出
後
堂
、
并
制
歌
詞
侑
觴
、
即
席
和
韻
二
首
。
」
（
『
全
宋
詞
』
第
七
二
〇
頁
） 

（
71
） 

岳
珂
『
桯
史
』
巻
三
、
第
三
十
八
頁
。 

（
72
） 
陳
師
道
『
後
山
談
叢
』
巻
三
、
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
九
年
版
、
第
二
十
七
頁
。 

（
73
） 

王
暐
『
道
山
清
話
』
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 

（
74
） 

王
明
清
『
玉
照
新
志
』
巻
三
、
第
四
十
五
頁
。 

（
75
） 

晁
公
遡
「
楊
参
政
札
子
」
、
『
嵩
山
集
』
巻
三
十
四
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。
按
ず
る
に
、
こ
の
「
楊
参
政
」
は
楊
椿
を
指
す
。
楊
椿
は

紹
興
三
十
一
年
（
一
一
六
一
）
に
参
知
政
事
を
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
は
、
『
宋
史
』
宰
輔
表
四
、
中
華
書
局
一
九
七
七
年
版
、
第
五
五
六
七
頁

に
見
え
る
。 

（
76
） 

文
瑩
『
湘
山
野
録
』
巻
上
、
第
十
五
頁
。 

（
77
） 

孫
覿
「
宋
故
右
大
中
大
夫
敷
文
閣
侍
制
贈
正
議
大
夫
蒋
公
墓
志
銘
」
、
『
鴻
慶
居
士
集
』
巻
三
十
七
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 

（
78
） 

楊
湜
『
古
今
詞
話
』
、
『
詞
話
叢
編
』
本
、
中
華
書
局
一
九
八
六
年
版
、
第
二
十
九
頁
。
な
お
、
「
未
有
楽
新
堤
」
の
部
分
は
「
未
有
筑
新
堤
」

に
作
る
が
、
意
を
以
っ
て
字
を
改
め
た
。 

（
79
） 

沈
松
勤
『
唐
宋
詞
的
社
会
文
化
学
研
究
』
第
一
〇
五
―
一
〇
九
頁
、
浙
江
大
学
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
版
、
を
参
考
の
こ
と
。 

（
80
） 

趙
令
畤
「
浣
渓
沙
」
詞
序
、
『
全
宋
詞
』
第
四
九
六
頁
。 

（
81
） 

毛
滂
「
虞
美
人
」
詞
序
、
『
全
宋
詞
』
第
六
八
八
頁
。 

（
82
） 

管
鑑
「
桃
源
憶
故
人
」
詞
序
、
『
全
宋
詞
』
第
一
五
七
〇
頁
。 

（
83
） 

趙
長
卿
「
朝
中
惜
」
詞
序
、
『
全
宋
詞
』
第
一
七
九
六
頁
。 

（
84
） 

周
密
『
浩
然
斎
雅
談
』
巻
下
、
遼
寧
教
育
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
版
、
第
三
十
九
頁
。 

（
85
） 

朱
敦
儒
「
臨
江
仙
」
、
『
全
宋
詞
』
第
八
四
一
頁
。 
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（
86
） 

程
垓
「
酔
落
魄
・
別
少
城
舟
宿
黄
竜
」
、
『
全
宋
詞
』
第
一
九
九
九
頁
。 

（
87
） 

劉
天
迪
「
鳳
棲
梧
・
舞
酒
妓
」
、
『
全
宋
詞
』
第
三
五
六
二
頁
。 

（
88
） 
張
至
竜
「
李
梅
礀
雪
夜
留
飲
」
『
全
宋
詩
』
第
六
十
二
冊
第
三
九
〇
八
六
頁
。 

（
89
） 

遼
寧
教
育
出
版
社
一
九
九
八
年
版
、
第
三
二
〇
頁
。 

（
90
） 

「
小
唱
」
と
は
、
時
に
は
あ
る
種
の
芸
人
を
指
す
こ
と
が
あ
る
。
徐
夢
莘
『
三
朝
北
盟
会
編
』
巻
七
十
八
に
、
靖
康
二
年
正
月
金
人
が
宋
を
壊

滅
し
た
後
宮
中
の
各
種
の
人
間
を
捕
虜
に
し
て
北
方
に
連
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
「
弟
子
簾
前
小
唱
二
十
人
、
雑
劇
一
百
五
十
人
、
舞
旋
弟
子

五
十
人
」
が
含
ま
れ
て
い
た
、
と
記
す
（
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
七
版
、
第
五
八
七
頁
）
。 

（
91
） 

呉
自
牧
『
夢
梁
録
』
巻
二
十
、
第
一
七
八
頁
。 

（
92
） 

灌
園
耐
得
翁
『
都
城
紀
勝
』
、
第
十
頁
。 

（
93
） 

謝
桃
坊
『
宋
詞
辨
』
宋
詞
演
唱
考
略
、
第
三
四
〇
頁
、
を
参
考
。 

（
94
） 

張
炎
『
詞
源
』
巻
下
、
『
詞
話
叢
編
』
本
、
第
二
五
六
頁
。 

（
95
） 

中
国
商
業
出
版
社
一
九
八
二
年
版
、
第
三
十
一
頁
。 

（
96
） 

中
華
書
局
一
九
八
八
年
版
、
第
二
七
二
頁
。
「
嘌
唱
」
に
関
し
て
は
、
趙
義
山
「
〞
嘌
唱
″
考
論
」
、
『
文
学
遺
産
』
二
〇
〇
四
年
第
四
期
、

を
参
考
さ
れ
た
い
。 

（
97
） 

傅
大
詢
「
念
奴
嬌
」
、
『
全
宋
詞
』
第
一
八
三
〇
頁
。 

（
98
） 

張
掄
「
西
江
月
」
、
『
全
宋
詞
』
第
一
四
一
五
頁
。 

（
99
） 

袁
去
華
「
思
佳
客
」
、
『
全
宋
詞
』
第
一
五
〇
五
頁
。 

（
100
） 

郭
応
祥
「
浣
渓
沙
・
贈
陳
惜
惜
怜
怜
」
、
『
全
宋
詞
』
第
二
二
二
六
頁
。 

（
101
） 

『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
に
拠
っ
た
。
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
一
年
版
は
「
或
歌
或
舞
」
を
「
或
歌
舞
」
に
作
る
（
第
七
六
五
頁
）
。 
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宋
詞
の
口
頭
に
よ
る
伝
播
に
つ
い
て 

（
102
） 

周
密
『
癸
辛
雑
識
』
続
集
巻
下
、
中
華
書
局
一
九
八
八
年
版
、
第
二
〇
九
頁
。 

（
103
） 

陳
世
崇
『
随
隠
漫
録
』
巻
二
、
上
海
書
店
一
九
九
〇
年
版
、
第
四
頁
。 

（
104
） 
宋
の
仁
宗
が
一
番
の
「
柳
詞
迷
〔
柳
永
詞
の
愛
好
者
〕
」
で
あ
っ
た
。
彼
は
柳
永
の
詞
を
「
頗
好
」
、
「
毎
対
酒
、
必
使
侍
従
歌
之
再
三
」
で

あ
っ
た
（
陳
師
道
『
後
山
詩
話
』
、
『
歴
代
詩
話
』
上
冊
、
中
華
書
局
一
九
八
二
年
版
、
第
三
一
一
頁
）
。
哲
宗
朝
の
宰
相
韓
維
と
北
宋
最
後
の
宰
相

何
栗
も
並
外
れ
た
「
柳
詞
迷
」
で
あ
っ
た
。
韓
維
は
「
毎
酒
後
好
謳
柳
三
変
一
曲
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（
張
耒
『
明
道
雑
誌
』
、
『
説
郛
三
種
』
、
第

五
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
八
年
版
、
第
一
九
九
五
頁
）
。
何
栗
は
靖
康
元
年
金
の
兵
に
汴
京
が
包
囲
攻
撃
さ
れ
、
都
城
が
ま
さ
に
陥
落
す
る
危

急
の
時
に
、
「
日
於
都
堂
飲
醇
酒
、
談
笑
自
若
。
時
一
複
謳
柳
詞
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
徐
夢
莘
『
三
朝
北
盟
会
編
』
巻
六
十
八
、
第
五
一
六
頁
）
。

和
尚
の
中
で
「
柳
詞
迷
」
で
あ
っ
た
の
は
、
邢
州
開
元
寺
の
僧
法
明
が
最
も
突
出
し
て
い
た
。
彼
は
「
毎
飲
至
大
酔
、
惟
唱
柳
永
詞
」
で
あ
っ
た
。
ま

た
「
或
有
召
斎
者
則
不
赴
。
有
召
飲
者
則
欣
然
而
従
。
酒
酣
乃
謳
柳
詞
数
闋
而
後
已
、
日
以
為
常
、
如
是
者
十
余
年
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
臨
終
前
に

は
柳
永
の
「
今
宵
酒
醒
何
処 

楊
柳
岸
・
暁
風
残
月
」
を
歌
い
終
え
て
、
す
ぐ
に
「
趺
跏
而
逝
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（
江
少
虞
『
宋
朝
事
実
類
苑
』
巻

四
十
四
、
第
五
八
四
頁
）
。 

（
105
） 

葉
夢
得
『
石
林
避
暑
録
話
』
巻
三
、
第
一
頁
。 

（
106
） 

王
明
清
『
揮
塵
後
録
』
巻
七
、
上
海
書
店
出
版
社
二
〇
〇
一
年
版
、
第
一
三
二
頁
。 

（
107
） 

恵
洪
『
冷
斎
夜
話
』
巻
十
、
『
稀
見
本
宋
人
詩
話
四
種
』
本
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
二
〇
〇
二
版
、
第
九
十
一
頁
。 

（
108
） 

陳
郁
『
蔵
一
話
腴
』
外
篇
巻
上
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 

（
109
） 

王
兆
鵬
『
唐
宋
詞
史
論
』
、
人
民
文
学
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
版
、
第
一
〇
六
頁
を
参
考
。 

（
110
） 

夏
承
燾
『
夏
承
燾
集
』
第
二
冊
、
浙
江
古
籍
出
版
社
一
九
九
七
年
版
、
第
六
二
三
頁
。 

（
111
） 

呉
自
牧
『
夢
梁
録
』
巻
二
十
、
第
一
七
八
頁
。 

（
112
） 

謝
逸
「
玉
楼
春
」
、
『
全
宋
詞
』
第
六
四
八
頁
。 
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（
113
） 

向
子
諲
「
浣
渓
沙
」
、
『
全
宋
詞
』
第
九
七
七
頁
。 

（
114
） 

劉
将
孫
「
新
城
饒
克
明
集
詞
序
」
、
『
養
吾
斎
集
』
巻
九
、
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
。 

（
115
） 

陶
宗
儀
『
南
村
輟
耕
録
』
巻
二
十
七
引
、
遼
寧
教
育
出
版
社
一
九
九
八
年
版
、
第
三
二
一
頁
。
按
ず
る
に
燕
南
芝
庵
が
こ
こ
で
言
及
す
る
の
は

恐
ら
く
曲
を
歌
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詞
を
歌
う
状
況
で
も
大
体
同
じ
で
あ
る
。 

（
116
） 

『
説
郛
三
種
』
第
一
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
八
年
版
、
第
四
二
九
頁
。 

（
117
） 

『
歴
代
詩
話
』
上
冊
、
中
華
書
局
一
九
八
二
年
版
、
第
四
二
九
頁
。 

（
118
） 

劉
克
荘
「
翁
応
星
楽
府
序
」
、
『
後
村
先
生
大
全
集
』
巻
九
十
七
、
『
四
部
叢
刊
』
本
。
按
ず
る
に
、
雪
児
は
唐
・
李
密
の
寵
姫
で
あ
り
、
囀

春
鶯
は
北
宋
駙
馬
王
詵
の
歌
妓
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
代
わ
り
に
歌
妓
を
指
し
て
い
る
。
計
有
功
『
唐
詩
紀
事
』
巻
七
十
一
に
「
雪
児
者
、
李
密
之
愛
姫
、

能
歌
舞
、
毎
見
賓
僚
文
章
有
奇
麗
入
意
者
、
則
付
雪
児
叶
音
律
以
歌
之
。
」
と
（
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
七
年
版
、
第
一
〇
五
一
頁
）
、
蔡
條
『
西

清
詩
話
』
巻
下
に
「
王
晋
卿
詵
都
尉
既
喪
蜀
国
、
貶
均
州
、
姫
侍
尽
逐
。
有
歌
者
号
囀
春
鶯
、
色
芸
両
絶
。
」
と
（
『
稀
見
本
宋
人
詩
話
四
種
』
本
、

第
二
二
五
頁
）
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
通
り
で
あ
る
。 

（
119
） 

王
炎
『
双
渓
詩
余
』
巻
首
、
『
四
印
斎
所
刻
詞
』
本
。 

（
120
） 

王
灼
『
碧
鶏
漫
志
』
巻
一
、
第
五
十
七
頁
。 

 

     


